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主な内容 

◆Tango Silk の高付加価値化をめざし 
　　　　　　　　　　　　 TANGO FASHION WEEK を初開催 
◆新工業団地　市内最大規模８ha～10ha　大宮町森本地区に 
　　「京丹後市工業団地造成地選定等審査委員会」が審査報告 

　11月２日に行った「開通式」では、

浅茂川保育所の子どもたちが、手づく

りの「みこし」と踊りを披露し、待望

の開通に華を添えてくれました 

一般府道「浅茂川下岡線」が全線開通 
安全確保・観光振興に期待 

京丹後市の玄関口に 
「特産品ショップ　あるでえ丹後」 
オープン!!

一般府道「浅茂川下岡線」が全線開通 
安全確保・観光振興に期待 

京丹後市の玄関口に 
「特産品ショップ　あるでえ丹後」 
オープン!!



　丹後ちりめんのＢ反をリボン状に
カットし、手編みニット製品とする
新しい試みを提案 

　全国の織物産地の研究試作品を一
堂に紹介 

　
丹
後
織
物
の
新
し
い
魅
力
の
発
信
事
業

と
し
て
、
「
丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー

ク
」
を
、
十
月
十
五
日
か
ら
二
十
二
日
ま

で
の
一
週
間
、
京
都
府
丹
後
文
化
会
館
と

峰
山
地
域
公
民
館
（
峰
山
町
杉
谷
）
を
メ

イ
ン
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。 

　
同
ウ
ィ
ー
ク
で
は
、「
Ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｏ 

Ｓ

ｉ
ｌ
ｋ
（
タ
ン
ゴ
　
シ
ル
ク
）
高
付
加
価

値
化
の
創
造
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
丹
後

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
開
催
委
員
会
・

丹
後
織
物
工
業
組
合
・
京
丹
後
市
が
主
催

し
、
宮
津
市
・
与
謝
野
町
・
伊
根
町
の
共

催
で
、
十
五
日
の
宮
津
市
で
の
「
丹
後
き

も
の
ま
つ
り
ｉ
ｎ
天
橋
立
」
を
皮
切
り
に
、

丹
後
織
物
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
と
魅
力
を

産
地
が
一
丸
と
な
っ
て
発
信
し
ま
し
た
。 

　
十
九
日
か
ら
は
、
男
性
の
洋
装
へ
の
移

行
を
掲
げ
、
国
際
的
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
吉
羽

恒
夫
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
「
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｇ

Ｏ
（
タ
ン
ゴ
）
」
ブ
ラ
ン
ド
の
男
物
シ
ャ

ツ
や
、
丹
後
ち
り
め
ん
の
応
用
範
囲
の
拡

大
を
め
ざ
し
た
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
（
コ
コ
）
」

ブ
ラ
ン
ド
の
ニ
ッ
ト
製
品
、
「
全
国
公
設

織
物
試
験
場
試
作
品
」
な
ど
を
展
示
。
ま

た
、
「
絹
の
講
演
会
」
と
題
し
た
オ
ー
プ

ン
セ
ミ
ナ
ー
を
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
京

丹
後
キ
ャ
ン
パ
ス
（
網
野
町
網
野
）
で
開

催
し
ま
し
た
。 

　
二
十
二
日
の
最
終
日
に
、
京
都
府
丹
後

文
化
会
館
で
催
し
た
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
は
、
「
和
装

文
化
の
継
承
」・「
和
と
洋
の
競
演
」・「
新

し
い
展
開
の
提
案
」
の
三
部
で
構
成
。 

　
第
一
部
の
「
高
校
生
も
き
も
の
Ｓ
Ｈ
Ｏ

Ｗ
（
し
よ
う
）
！
」
で
は
、
峰
山
高
等
学

校
と
網
野
高
等
学
校
の
生
徒
が
、
舞
台
上

で
あ
ざ
や
か
に
創
作
帯
結
び
を
披
露
す
る

と
と
も
に
、
小
紋
や
振
袖
な
ど
を
身
に
ま

と
っ
た
あ
で
や
か
な
き
も
の
姿
で
、
和
装

文
化
継
承
の
大
切
さ
も
交
え
て
発
表
。
ま

た
、
第
二
部
で
は
、「
光
」
を
テ
ー
マ
に
、

若
者
が
求
め
る
カ
タ
チ
を
ざ
ん
新
な
き
も

の
と
ド
レ
ス
に
表
現
し
た
、
東
洋
き
も
の
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
・
丹

後
織
物
工
業
組
合
・
京
丹
後
市
の
共
同
製

作
に
よ
る
作
品
を
発
表
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
で

は
、「
Ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｏ 

Ｓ
ｉ
ｌ
ｋ
」
の
素
材

の
す
ば
ら
し
さ
を
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
高

付
加
価
値
化
し
た
「
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
の
ド

レ
ス
シ
ャ
ツ
お
よ
び
野
田
川
町
商
工
会
と

マ
ロ
ニ
エ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
門

学
校
の
産
学
共
同
作
品
「
シ
ャ
ン
ク
ー
ル
」

を
披
露
す
る
な
ど
、
総
合
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

産
地
化
へ
向
け
た
生
ま
れ
か
わ
り
を
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。 

網野まちなかウォーク 丹
後
な
ら
で
は
の
風
土
が
生
み
出
す

　
　
　
　
　﹃
丹
後
ち
り
め
ん
文
化
﹄
を
探
訪

　
織
物
産
地
を
体
感
し
て
も
ら

お
う
と
、
網
野
町
の
ま
ち
を
「
ま

る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
博
物
館
）」

と
題
し
て
、
ま
ち
歩
き
を
楽
し

み
な
が
ら
丹
後
ち
り
め
ん
の
製

造
過
程
や
織
物
の
文
化
な
ど
に

つ
い
て
探
訪
す
る
「
網
野
ま
ち

な
か
ウ
ォ
ー
ク
」
を
十
月
十
五

日
か
ら
二
十
二
日
に
か
け
て
開

催
し
ま
し
た
。 

　
十
月
十
六
日
に
は
、
「
花
き
も

の
学
院
」
（
兵
庫
県
姫
路
市
）
の

着
物
着
付
け
講
師
二
十
人
が
参
加
。 

　
一
行
は
、
蚕
織
（
こ
お
り
）

神
社
を
訪
れ
た
後
、
松
源
織
物

で
ち
り
め
ん
の
製
造
過
程
の
説

明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
お
店

の
一
角
に
設
け
ら
れ
た
「
一
坪

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
は
撚

糸
や
紋
図
、
新
開
発
の
織

物
を
つ
ぶ
さ
に
見
学
さ
れ

ま
し
た
。 

　
同
学
院
の
出
口
美
智
子

学
院
長
は
「
ほ
と
ん
ど
の

講
師
が
、
製
造
過
程
を
拝

見
し
た
の
は
初
め
て
。
こ

の
風
土
や
手
間
ひ
ま
か
け

た
職
人
の
技
術
か
ら
な
る『
丹

後
ち
り
め
ん
』
の
よ
さ
を

多
く
の
か
た
に
伝
え
て
い

き
た
い
」
と
話
さ
れ
る
な
ど
、

丹
後
ち
り
め
ん
の
魅
力
を

存
分
に
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

着
物
を
着
る
楽
し
み
を
提
案

丹後発京丹後市きもの交流会展 
　
二
十
一
日
・
二
十
二
日
に
は
峰
山
地
域
公
民
館
で
、
着

物
に
親
し
み
、
着
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
提
案
す
る
展
示
・
即
売
会
「
丹
後
発
京
丹

後
市
き
も
の
交
流
会
展
」
を
開
催
。 

　
会
場
で
は
、
和
装
の
魅
力
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
る
「
京
丹
後
市
き
も
の
交
流
会
」（
松
村
信
男
代

表
世
話
人
）
の
メ
ン

バ
ー
が
、
昨
年
の
「
き

も
の
サ
ミ
ッ
ト
」
で

発
表
し
た
作
品
「
絹

百
彩
」
を
は
じ
め
、

最
先
端
を
い
く
一
品

を
展
示
し
、
来
場
者

は
こ
れ
ま
で
に
な
い

色
使
い
や
着
こ
な
し

の
ア
ド
バ
イ
ス
か
ら

「
和
」
の
魅
力
を
再

認
識
し
て
い
ま
し
た
。 

「ＣＯＣＯ」タオル＆ソープ 

全国公設織物試験場 試作品展 

　峰山高等学校弥栄分校の生徒が、
一反の丹後ちりめんを留めピンだけ
を用い華やかに展示 

ピンワークディスプレイ 

Tango Silk の高付加価値化をめざし 
タンゴ　シルク 

Tango Silk の高付加価値化をめざし 
タンゴ　シルク 

丹後     ファッション   ウィーク 

TANGO FASHION WEEK を初開催 TANGO FASHION WEEK を初開催 
丹後     ファッション   ウィーク 

タ
ン
ゴ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク 

タ
ン
ゴ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク 
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3 2



一
般
府
道

一
般
府
道

﹁
浅
茂
川
下
岡
線
﹂
が
全
線
開
通

﹁
浅
茂
川
下
岡
線
﹂
が
全
線
開
通

一
般
府
道

﹁
浅
茂
川
下
岡
線
﹂
が
全
線
開
通

安全確保・観光振興に期待 安全確保・観光振興に期待 新工業団地　市内最大の８ha～10ha　大宮町森本地区に 

　　「京丹後市工業団地造成地選定等審査委員会」が審査報告 

新工業団地　市内最大の８ha～10ha　大宮町森本地区に 

　　「京丹後市工業団地造成地選定等審査委員会」が審査報告 
　
市
で
は
、
地
元
企
業
な
ど
か
ら

新
た
な
工
業
団
地
整
備
の
要
望
が

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
内
最
大

規
模
と
な
る
工
業
団
地
を
造
成
し
、

平
成
二
十
一
年
度
中
に
分
譲
を
開

始
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
用
地
や

規
模
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
市
議
会
議
員
や
商

工
関
係
団
体
、
区
長
連
絡
協
議
会
、

京
丹
後
青
年
会
議
所
な
ど
で
構
成

す
る
「
京
丹
後
市
工
業
団
地
造
成

地
選
定
等
審
査
委
員
会
」
を
本
年

八
月
に
組
織
。 

　
同
委
員
会
で
は
、
現
地
審
査
を

含
め
慎
重
に
審
議
を
重
ね
、
十
月

三
十
日
に
「
審
査
報
告
」
を
中
山

市
長
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　
市
で
は
、
審
査
報
告
を
尊
重
し

て
、
新
工
業
団
地
の
整
備
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

     

○
立
地
予
定
企
業
の
意
向 

　
工
業
団
地
を
造
成
し
た
場
合
の

立
地
要
望
を
把
握
す
る
た
め
に
、

製
造
業
を
中
心
と
し
た
約
七
十
社

の
市
内
企
業
に
聞
き
取
り
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
七
社
の
企
業
が
立

地
の
意
向
を
示
さ
れ
、
そ
の
う
ち

四
社
が
当
該
地
区
を
希
望
さ
れ
、

そ
の
面
積
は
一
二
、
七
〇
〇
坪
に

達
し
て
い
ま
す
。 

○
ま
ち
づ
く
り
の
視
点 

　
当
該
地
区
は
、
本
市
の
玄
関
口

に
位
置
す
る
と
と
も
に
、
丹
後
地

域
二
市
二
町
の
中
心
に
も
な
り
得

る
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
内

を
は
じ
め
、
近
隣
市
町
か
ら
の
企

業
立
地
も
見
込
め
、
市
内
へ
の
転

入
な
ど
定
住
促
進
に
も
寄
与
で
き

る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

○
交
通
ア
ク
セ
ス 

　
平
成
二
十
年
代
半
ば
に
、
「
鳥

取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
」
が
当
該

地
区
ま
で
延
長
さ
れ
、
森
本
地
区

に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
設
置
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。
こ
れ
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
京
阪
神
と
の

移
動
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
市
外
企

業
の
誘
致
条
件
に
恵
ま
れ
、
産
業

活
動
の
活
発
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

○
地
形
な
ど
の
状
況 

　
遺
跡
や
た
め
池
、
高
圧
線
鉄
塔

な
ど
が
な
い
た
め
、
比
較
的
に
効

率
的
な
造
成
が
可
能
と
思
わ
れ
ま

す
。 

    

　
現
段
階
で
当
該
地
区
に
立
地
を

希
望
さ
れ
る
企
業
は
、
四
社
（
一

二
、
七
〇
〇
坪
）
あ
り
、
本
市
の

玄
関
口
に
位
置
す
る
と
と
も
に
「
鳥

取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
」
が
延
伸

さ
れ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
設
置

さ
れ
る
予
定
で
、
市
外
企
業
の
誘

致
に
も
有
利
な
条
件
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
市
内
企
業
の
立
地

を
は
じ
め
、
市
外
企
業
の
誘
致
を

継
続
的
に
行
う
た
め
、
あ
る
程
度

の
余
裕
を
も
っ
た
面
積
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
中
小
企
業
が
工
業
団
地

へ
立
地
す
る
場
合
、
下
請
企
業
の

集
積
や
育
成
を
図
る
た
め
、
工
業

団
地
の
一
画
地
に
貸
し
工
場
を
整

備
し
運
営
し
て
い
る
先
進
事
例
も

あ
り
、
こ
れ
ら
に
必
要
な
面
積
を

考
慮
し
て
、
全
体
面
積
の
半
分
程

度
の
余
裕
面
積
を
確
保
す
る
と
想

定
し
た
場
合
、
八
ヘ
ク

タ
ー
ル

〜
十
ヘ
ク

タ
ー
ル

程
度

が
適
当
な
面
積
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

審
査
報
告
概
要 

■
造
成
場
所 

　
大
宮
町
森
本
地
区
が 

　
　
　
　
　
適
当
と
判
断
す
る 

■
造
成
規
模 

　
工
業
用
地
面
積
は 

　
　
八
ヘ
ク 

タ
ー
ル

〜
十
ヘ
ク 

タ
ー
ル

程
度
と
す
る 

「
京
丹
後
市
工
業
団
地
造
成
地
選

定
等
審
査
委
員
会
」
の
委
員
長
・

荒
田
助
役
（
中
）
と
副
委
員
長
・

今
西
俊
明
丹
後
機
械
工
業
協
同
組

合
理
事
長
（
右
）
か
ら
中
山
市
長

に
審
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た 市職員が率先しバス・鉄道などの公共交通を市職員が率先しバス・鉄道などの公共交通を 

　　　　　　　　　　　　月１回以上利用通勤　　　　　　　　　　　　月１回以上利用通勤 

市職員が率先しバス・鉄道などの公共交通を 

　　　　　　　　　　　　月１回以上利用通勤 

　
通
行
車
両
の
大
型
化
と
通
行
量
の
増
加

な
ど
に
伴
い
、
安
全
性
の
確
保
と
と
も
に

観
光
・
経
済
活
動
の
発
展
な
ど
か
ら
早
期

の
完
成
が
強
く
望
ま
れ
て
い
た
「
一
般
府

道
浅
茂
川
下
岡
線
」
が
、
十
一
月
二
日
に

全
線
開
通
し
ま
し
た
。 

　
「
浅
茂
川
下
岡
線
」
は
、
網
野
町
の
市

街
地
西
方
と
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
の
網
野

駅
前
を
結
ぶ
約
三
・
二
㌔
メ
ー
ト
ル
の
府

道
で
、
平
成
四
年
度
か
ら
旧
網
野
町
が
都

市
計
画
街
路
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
九
年
の
府
道
昇
格
に
伴
い

京
都
府
が
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
工
事
延
長

一
・
二
五
㌔
メ
ー
ト
ル
の
整
備
を
進
め
て

き
た
も
の
で
、
十
四
年
の
永
い
歳
月
を
経

て
、
待
望
の
開
通
と
な
り
ま
し
た
。 

　
今
回
供
用
を
開
始
し
た
〇
・
九
一
㌔
メ

ー
ト
ル
区
間
は
、
幅
員
一
六
メ
ー
ト
ル
（
車

道
六
メ
ー
ト
ル
・
歩
道
三
・
五
メ
ー
ト
ル
）、

既
に
供
用
を
開
始
し
て
い
る
〇
・
三
四
㌔

メ
ー
ト
ル
を
含
め
た
事
業
費
は
約
十
四
億

五
千
万
円
。 

　
十
一
月
二
日
に
行
っ
た
「
開
通
式
」
に

は
、
地
元
区
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
京

都
府
や
京
丹
後
市
の
職
員
な
ど
約
二
百
人

が
出
席
。 

　
中
山
市
長
が
「
開
通
に
よ
り
安
心
・
安

全
で
快
適
な
道
路
交
通
の
確
保
と
と
も
に
、

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
の
発
展
、
地
域
経
済
・

生
活
・
文
化
の
向
上
を
期
待
し
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
来
賓
か
ら
お
祝

い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と

く
す
玉
を
開
披
し
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
浅
茂
川
連
合
区
の
梅
田
耕
之
助

区
長
は
「
住
民
一
同
が
熱
望
し
て
い
た
全

区
間
の
開
通
が
実
現
し
、
心
か
ら
う
れ
し

く
感
じ
ま
す
。
住
民
の
便
宜
は
も
と
よ
り
、

近
年
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
続
け
る
観
光
・

水
産
業
へ
の
寄
与
を
は
じ
め
、
市
全
体
の

振
興
に
効
果
を
及
ぼ
す
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
完
成
を
喜
ば
れ
ま
し
た
。 

開
通
を
祝
い
テ
ー
プ
カ
ッ
ト 

11月から
 

　
十
月
か
ら
、
「
よ
り
利
用
し
や
す
い

公
共
交
通
体
系
づ
く
り
」
に
向
け
た
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
丹
海
バ
ス

間
人
循
環
線
エ
リ
ア
内
に
お
い
て
「
上

限
二
百
円
運
賃
の
実
証
運
行
」
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
十
一
月
一
日
か
ら
、
市
職
員
が
月

一
回
以
上
、
自
家
用
車
を
自
粛
し
て
、

バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通
を
利
用

し
て
通
勤
す
る
取
り
組
み
を
は
じ
め
ま

し
た
。 

　
同
取
り
組
み
は
、
職
員
自
ら
が
バ
ス

や
鉄
道
を
率
先
し
て
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
本
市
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
や

重
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
す
る

と
と
も
に
、
自
家
用
車
で
の
通
勤
を
自

粛
す
る
こ
と
に
よ
り
排
ガ
ス
を
抑
制
し
、

地
球
温
暖
化
へ
の
防
止
、
ま
た
通
勤
時

間
帯
に
お
け
る
交
通
渋
滞
の
緩
和
な
ど

の
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。 

　
対
象
は
、
通
勤
距
離
が
三
㌔
メ
ー
ト

ル
以
上
で
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
の
通
勤
が
可
能
な
職
員
約
三
百
人
で
、

各
自
が
月
一
回
以
上
を
「
ノ
ー
マ
イ
カ

ー
デ
ー
」
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
ダ
イ
ヤ

の
関
係
で
、
通
常
の
始
業
時
間
に
間
に

合
わ
な
い
（
三
十
分
以
内
を
限
度
）
場

合
は
、
規
則
に
基
づ
き
就
業
時
間
を
遅

ら
せ
る
な
ど
の
勤
務
時
間
変
更
措
置
（
試

行
）
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
市
職
員
に
よ
る
公
共
交
通
の
通
勤
利

用
へ
の
ご
理
解
と
と
も
に
、
市
民
の
み

な
さ
ん
も
市
内
の
公
共
交
通
の
ご
利
用

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

上限200円運賃の実証運行にあわせ、

市職員が通勤に率先して利用 

交
　
　
　
通 

工

業

団

地 
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市
内
に
あ
る
五
つ
の
工
業
団
地
に
お
い
て
は
、
本
年
度

に
赤
坂
工
業
団
地
（
峰
山
町
赤
坂
）
で
、
近
畿
初
と
な
る

ク
ロ
ム
を
使
わ
な
い
亜
鉛
メ
ッ
キ
工
場
「
京
丹
Ｔ
Ｓ
Ｋ
株

式
会
社
」（
岡
村
崗
子
郎
代
表
取
締
役
）
が
操
業
を
開
始
さ

れ
る
と
と
も
に
、
最
後
の
一
区
画
と
な
っ
た
谷
工
業
団
地

（
久
美
浜
町
谷
）
に
、
「
株
式
会
社
紫
野
和
久
傳
」
（
桑
村

綾
子
代
表
取
締
役
・
京
都
市
中
京
区
）
の
食
品
工
房
の
誘

致
が
決
定
し
、
全
区
画
が
完
売
の
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。 

　
「
株
式
会
社
紫
野
和
久
傳
」
は
、
前
身
の
「
峰
山
和
久

傳
」
の
発
祥
の
地
が
峰
山
町
で
あ
り
、
桑
村
代
表
取
締
役

は
「
京
丹
後
市
は
自
然
の
恵
み
が
豊
富
で
、
少
し
で
も
郷

里
の
お
役
に
立
て
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
同
工
房
の
建
設
面
積
は
約
二
万
七
千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

約
五
十
人
の
新
規
雇
用
を
計
画
。
整
備
は
、
三
期
に
わ
け

て
進
め
、
第
一
期
は
来
年
三
月
に
着
工
、
同
十
一
月
に
操

業
を
は
じ
め
ら
れ
、
地
元
で
と
れ
た
魚
介
類
や
農
作
物
で

「
和
煮
」（
な
ご
み
に
・
つ
く
だ
煮
）
や
和
菓
子
な
ど
を
つ

く
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
敷
地
内
に
は
、
植
物
生
態
学
の
世
界
的
権
威
で

あ
る
宮
脇
昭
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
が
指
導
さ
れ
、
京

丹
後
市
に
自
生
す
る
木
を
活
か
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
つ
く
り
あ
げ
る
「
和
久
傳
の
森
」
も

計
画
さ
れ
る
な
ど
、「
人
の
和
」、「
自
然
の
和
」
を
大
切
に

し
た
工
房
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
ま
す
。 

京料理・和菓子の全国展開を図る
　「紫野和久傳」が京丹後に
　　　　　新たに食品工房を進出

京料理・和菓子の全国展開を図る
　「紫野和久傳」が京丹後に
　　　　　新たに食品工房を進出

「
和
久
傳
の
森
」
整
備
の
た
め
の
現
地

調
査
を
行
う
桑
村
綾
子
代
表
取
締
役（
右
）

と
宮
脇
昭
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授（
左
） 



経
営
学
講
座
の
修
了
生

経
営
学
講
座
の
修
了
生
が

流
通
販
売
業
で

流
通
販
売
業
で

全
国
初
と
な
る
﹁
知
的
資
産
経
営
報
告
書
﹂
を
作
成
・
公
表

全
国
初
と
な
る
﹁
知
的
資
産
経
営
報
告
書
﹂
を
作
成
・
公
表

経
営
学
講
座
の
修
了
生
が

流
通
販
売
業
で

全
国
初
と
な
る
﹁
知
的
資
産
経
営
報
告
書
﹂
を
作
成
・
公
表

流通・販売業では全国で初め

てとなる「知的資産経営報告

書」を作成、公表された 

　　有限会社平井活魚設備 

　　　　　　平井　誠取締役 

　
久
美
浜
町
の
自
慢
の
種
を
「
百
珍
」
と
し
て
認
定
し
、
内

外
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
久
美
浜
百

珍
の
会
」（
会
長
・
小
國
猛
久
美
浜
商
工
会
長
）
が
、
七
回

目
と
な
る
平
成
十
八
年
度
の
「
認
定
審
査
会
」
を
十
月
二
十

五
日
に
開
か
れ
、
新
た
に
十
一
件
を
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
「
久
美
浜
百
珍
の
会
」
は
、
平
成
十
一
年
に
結
成
。「
い

い
も
の
い
っ
ぱ
い
久
美
浜
百
珍
づ
く
り
運
動
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
久
美
浜
の
よ
さ

を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
魅
力
を
発
信
し
よ
う
と
、
内
外

に
誇
れ
る
珍
し
い
も
の
や
、
大
切
な
も
の
を
「
久
美
浜
百

珍
」
と
し
て
認
定
し
、
久
美
浜
町
の
Ｐ
Ｒ
を
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
特
産
品
を
は
じ
め
、
小
天
橋
の
ロ
ン
グ
ビ

ー
チ
、
こ
だ
わ
り
の
宿
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
七
十
三
件

を
「
百
珍
」
に
認
定
。 

　
今
年
度
は
、
久
美
浜
産
の
「
紅
白
ぶ
ど

う
」、「
い
ち
ご
」、「
ジ
ャ
ー
ジ
ー
プ
リ
ン
」、

「
ミ
ル
ク
ジ
ャ
ム
」
、
「
も
ち
（
む
ら
さ
き

い
も
・
お
れ
ん
じ
い
も
・
よ
も
ぎ
）
」、「
い

も
飴
」
、
風
蘭
の
館
の
「
手
打
ち
そ
ば
」
、

久
美
浜
町
内
の
旅
館
・
民
宿
が
出
さ
れ
る

「
う
な
ぎ
料
理
」、「
鯛
の
岩
塩
焼
き
風
」、

「
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
」
、
久
美
浜
町
ス
タ

ン
プ
振
興
組
合
の
「
ク

ミ
チ
ャ
ン
ス
タ
ン
プ
」

の
申
請
さ
れ
た
十
一

件
す
べ
て
を
認
定
し
、

計
八
十
四
件
を
「
百

珍
」
と
し
て
広
く
Ｐ

Ｒ
を
図
ら
れ
ま
す
。 

新たに11件を百珍に認定
久美浜百珍の会 久美浜百珍の会 

　
市
内
の
雇
用
の
創
造
を
め
ざ
し
「
京
丹
後
市
地
域
再

生
協
議
会
」（
代
表
・
中
山
市
長
）
で
は
、「
も
の
づ
く

り
の
達
人
養
成
事
業
」
（
機
械
金
属
加
工
技
術
研
修
事

業
）
と
「
仕
事
づ
く
り
の
鉄
人
育
成
事
業
」
（
事
業
拡

大
な
ど
の
た
め
の
経
営
講
座
事
業
）
の
二
事
業
を
昨
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
「
京
丹
後
市
経
営
学
講
座
〜
強
み

を
活
か
し
、
成
長
（
発
展
）
し
て
い
く
た
め
に
は
〜
」

と
題
し
た
今
年
度
の
「
仕
事
づ
く
り
の
鉄
人
育
成
事
業
」

に
お
い
て
、「
知
的
資
産
経
営
報
告
書
」（
※
）
に
つ
い

て
学
ば
れ
た
修
了
生
の
か
た
が
、
講
座
終
了
後
も
引
き

続
き
、
講
師
の
京
都
工
芸
繊
維
大
学
・
中
森
助
教
授
と

行
場
客
員
教
授
の
指
導
を
受
け
、
こ
の
ほ
ど
自
社
の
「
知

的
資
産
経
営
報
告
書
」
を
作
成
、
公
表
さ
れ
ま
し
た
。 

　

同
報
告
書
の
作
成
・
公
表
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
で
十

社
ほ
ど
し
か
な
く
、
流
通
・
販
売
業
で
は
全
国
で
初
め

て
の
こ
と
で
す
。 

　

同
報
告
書
を
作
成
さ
れ
た
の
は
、
峰
山
町
新
町
で
「
活

魚
流
通
セ
ン
タ
ー
」
を
営
む
、
有
限
会
社
平
井
活
魚
設

備
（
平
井
誠
取
締
役
）
で
、
報
告
書
で
は
、
経
験
に
よ

り
培
わ
れ
た
確
か
な
目
を
財
産
と
し
て
、
独
自
に
構
築

さ
れ
た
「
京
の
前
浜
直
結
シ
ス
テ
ム
」
や
「
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
」
を
使
っ
て
、
消
費
者
の
か
た
に

安
心
・
安
全
な
丹
後
の
魚
介
類
を
お
届
け
す
る
と
と
も

に
、
商
標
登
録
さ
れ
た
「
京
前
」
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化

を
図
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
平
井
さ
ん
は
「
当
社
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
丹
後
の

優
れ
た
魚
介
類
を
全
国
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

価
値
を
高
め
、
産
地
全
体
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

り
、
こ
の
丹
後
産
地
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
寄
与
し
た

い
」
と
力
強
く
話
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
同
報
告
書
の
作
成
を
指
導
さ
れ
た
中
森
助
教
授
と
行

場
客
員
教
授
は
、
同
報
告
書
の
作
成
指
導
を
通
し
た
企

業
の
戦
略
構
築
指
導
や
、
産
学
連
携
の
推
進
を
図
っ
て

お
ら
れ
る
研
究
者
で
あ
り
、
本
年
九
月
に
は
、
京
阪
神

地
域
の
五
社
の
報
告
書
の
作
成
・
公
表
を
指
導
さ
れ
た

こ
と
が
、
新
聞
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
の
解
説
コ
ー
ナ
ー
で
も
そ
の
重
要

性
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

※
知
的
資
産
経
営
報
告
書
と
は 

　
特
許
や
技
術
の
み
な
ら
ず
、
人
材
や
組
織
力
、
顧
客
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
の
幅
広
い
「
知
的
資
産
」
を
活
用
し
、

将
来
に
向
け
て
利
益
を
生
み
企
業
価
値
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

活
動
に
つ
い
て
、
顧
客
や
資
金
調
達
先
、
社
員
な
ど
に
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
と
と
も
に
、
双
方
が
共
通
の
認
識
を
持
つ
た
め

の
報
告
書
で
す
。 

　
経
済
産
業
省
は
、
平
成
十
七
年
十
月
に
、
「
知
的
資
産
経
営

の
開
示
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
し
て
、
こ
の
報
告
書
作
成
の
た
め

の
指
針
を
示
し
て
い
ま
す
。 

一
つ
ひ
と
つ
を 

　
て
い
ね
い
に
審
査 

丹後産を広くＰＲ 丹後産を広くＰＲ 

商
　
　
　
業 

商
　
　
　
業 
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丹
後
の
優
れ
た
産
品
開
発
や
販
路
の

拡
大
を
民
間
事
業
者
の
み
な
さ
ん
と
協

働
で
取
り
組
む
（
財
）
丹
後
地
域
地
場

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
「
ア
ミ
テ
ィ
丹
後
」

が
、
京
丹
後
市
の
玄
関
口
で
あ
る
大
宮

町
三
坂
の
国
号
３
１
２
号
沿
い
に
、
丹

後
の
産
品
を
一
堂
に
そ
ろ
え
た
常
設
の
「
特

産
品
シ
ョ
ッ
プ
『
あ
る
で
ぇ
丹
後
』」
を
、

十
一
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

　
同
店
は
、
本
年
七
月
に
同
じ
場
所
で

試
験
的
に
一
週
間
に
わ
た
り
営
業
を
行

っ
た
結
果
、
顧
客
調
査
で
常
設
を
望
む

声
や
期
待
以
上
の
売
り
上
げ
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
出
店
を
決
め
た

も
の
で
す
。 

　
『
あ
る
で
ぇ
丹
後
』
は
、
同
セ
ン
タ

ー
が
行
う
「
丹
後
ブ
ラ
ン
ド
商
品
販
売

促
進
事
業
」
で
、
優
れ
た
産
品
と
し
て
「
Ｔ

ａ
ｎ
ｇ
ｏ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
」

に
認
定
さ
れ
た
事
業
者
な
ど
四
十
四
業

者
か
ら
な
る
「
出
展
者
会
」（
深
田
浩
会

長
）
が
運
営
。
ち
り
め
ん
製
品
や
地
酒
、

農
水
産
加
工
品
な
ど
、
丹
後
ら
し
さ
を

感
じ
さ
せ
る
よ
り

す
ぐ
り
の
商
品
約

五
〇
〇
品
目
を
取

り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。 

　
オ
ー
プ
ン
初
日

に
行
っ
た
「
開
店

記
念
式
典
」
で
は
、

出
展
者
会
の
深
田

会
長
が
「
小
さ
な

店
舗
で
す
が
、
夢

は
大
き
く
、
丹
後
の
味
や
も
の
づ
く
り

の
す
ば
ら
し
さ
を
全
国
に
発
信
し
て
い

き
た
い
」
と
力
強
く
話
さ
れ
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
い
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
十
一

月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
、
ち
り
め
ん
の

小
物
や
地
酒
な
ど
が
当
た
る
「
お
楽
し

み
抽
選
会
」
や
、「
さ
ざ
え
飯
」
な
ど
も

振
る
舞
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。 

　
丹
後
町
間
人
の
底
曳
（
そ
こ
び
き
）

網
業
の
女
性
に
よ
る
「
間
人
底
曳
網
漁

業
女
性
の
会
」
（
田
中
郁
代
代
表
）
の

み
な
さ
ん
が
、
海
産
物
を
活
用
し
た
土

産
品
「
間
人
せ
ん
べ
い
」
と
「
ハ
タ
ハ

タ
の
甘
露
煮
」
の
試
作
品
を
つ
く
ら
れ
、

十
月
二
十
六
日
に
「
試
食
会
」
を
開
か

れ
ま
し
た
。 

　
同
会
は
、
間
人
の
漁
業
者
の
奥
さ
ん

八
人
で
昨
年
四
月
に
結
成
し
、
若
い
漁

業
者
の
奥
さ
ん
を
漁
業
を
支
え
る
後
継

者
に
育
て
る
と
と
も
に
、
ま
ち
お
こ
し

の
活
動
な
ど
幅
広
い
取
り
組
み
を
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
旅
館
の
女
将
さ
ん

か
ら
「
間
人
の
海
産
物
を
活
用
し
た
土

産
物
が
で
き
な
い
か
」
と
い
う
要
望
が

あ
り
、
同
会
で
は
昨
年
六
月
か
ら
製
品

開
発
の
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
試
作
品
の
「
間
人
せ
ん
べ
い
」
は
、

地
元
で
獲
れ
る
間
人
ガ
ニ
や
イ
カ
、
ジ

ャ
コ
、
カ
レ
イ
、
ウ
ニ
、
海
藻
の
青
さ

や
ア
カ
モ
ク
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
磯
の

風
味
豊
か
で
高
級
感
に
あ
ふ
れ
、
ま
た

「
ハ
タ
ハ
タ
の
甘
露
煮
」
は
、
底
曳
網

漁
で
獲
れ
る
ハ
タ
ハ
タ
を
甘
辛
く
煮
、

お
酒
の
お
つ
ま
み
に
も
ぴ
っ
た
り
の
味

付
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
試
食
会
に
は
、
丹
後
町
観
光
協
会
の

会
員
や
京
都
府
水
産
事
務
所
の
職
員
、

間
人
の
旅
館
の
女
将
さ
ん
な
ど
約
二
十

人
が
参
加
。 

　
参
加
者
は
、
製
造
方
法
や
材
料
の
説

明
を
受
け
た
後
、
さ
っ
そ
く
試
食
し
、

「
磯
の
香
り
が
お
い
し
い
」
、
「
間
人
の

漁
港
ら
し
い
」
と
感
想
を
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

　
同
会
で
は
、
試
食
会
の
感
想
を
参
考

に
、
さ
ら
に
改
良
を
重
ね
、
十
二
月
に

は
販
売
を
開
始
さ
れ
る
と
と
も
に
、
旅

館
で
宿
泊
客
に
出
さ
れ
る
お
茶
う
け
に

利
用
さ
れ
る
予
定
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

京丹後市の玄関口に 

　　　　　「特産品ショップ　あるでぇ丹後」オープンオープン 

京丹後市の玄関口に 

　　　　　「特産品ショップ　あるでぇ丹後」オープン 

磯
の
風
味
豊
か
な

磯
の
風
味
豊
か
な

　
　
間
人
な
ら
で
は
の
土
産
品
を
試
作

　
　
間
人
な
ら
で
は
の
土
産
品
を
試
作

磯
の
風
味
豊
か
な

　
　
間
人
な
ら
で
は
の
土
産
品
を
試
作

間
人
底
曳
網
漁
業
女
性
の
会

間
人
底
曳
網
漁
業
女
性
の
会 

間
人
底
曳
網
漁
業
女
性
の
会 

磯の香り豊かで 

好評だった試食会 

■営業時間　10：00～18：00 

■定 休 日 

　毎週水曜日 

　（祝日の場合は営業します） 

　年末年始 

　（12月29日～１月１日午前中） 

■電話番号　☎64-3037
丹後のよりすぐりの逸品を広くＰＲする 

　　　　「特産品ショップ　あるでぇ丹後」 

商
　
　
　
業 



　府民のみなさんと財産を守るため、

消防・防災活動や人命救助に功績のあ

った消防職員、消防団員に贈られる「府

民の消防賞」を中西定征さん（峰山町菅）

と羽賀義昌さん（弥栄町野中）のお二

人が受賞されました。 

第24回府民の消防賞を受賞第24回府民の消防賞を受賞

受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます

　
「
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」

（
十
一
月
九
日
〜
十
五
日
）
の
一

環
と
し
て
、
防
火
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
市
消
防
本
部
が
市
内

の
小
学
校
四
年
生
を
対
象
に
募
集

し
て
い
た
「
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
」

で
、
網
野
北
小
学
校
の
岡
田
凪
沙

さ
ん
が
特
選
に
輝
き
、
十
一
月
二

日
、
上
田
消
防
長
か
ら
賞
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
「
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
」
は
、

ポ
ス
タ
ー
の
製
作
を
通
じ
て
、
学

校
や
家
庭
に
お
い
て
火
災
予
防
の

意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
毎
年

募
集
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は

市
内
の
二
十
五
小
学
校
か
ら
五
百

七
十
二
点
も
の
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
特
選
に
輝
い
た
岡
田
さ
ん
の
作

品
は
、「
火
遊
び
は
き
け
ん
だ
よ
」

の
文
字
と
と
も
に
、
三
人
の
子
ど

も
の
火
遊
び
が
原
因
に
よ
り
火
災

に
つ
な
が
っ
た
よ
う
す
を
あ
ざ
や

か
な
色
彩
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
消
防
本
部
で
は
、
Ｂ
２
版
の

ポ
ス
タ
ー
を
九
百
枚
作
成
し
、
市

民
局
や
市
内
の
小
学
校
、
事
業
所

な
ど
に
掲
載
し
て
、
広
く
市
民
の

み
な
さ
ん
に
火
災
予
防
を
呼
び
か

け
て
い
き
ま
す
。 

特選　岡田　凪沙　網野北小学校 

入選　坂田　貴愛　田村小学校 

入選　杉本　彩乃　神野小学校 

入選　谷口　史尚　網野北小学校 

佳作　武野　勇大　湊小学校 

佳作　冨田　凪沙　黒部小学校 

佳作　中山　稚子　竹野小学校 

佳作　平井　千愛　網野南小学校 

佳作　森口　花梨　網野北小学校 

佳作　山 　玲奈　網野北小学校 

入賞されたみなさん入賞されたみなさん入賞されたみなさん

（敬称略） 

　
市
で
は
、
応
急
手
当
を
迅
速
に
行
う
こ
と
で

救
命
率
の
向
上
を
め
ざ
す
た
め
、
上
級
救
命
講

習
の
修
了
者
が
常
駐
す
る
施
設
な
ど
を
「
救
急

事
故
に
対
応
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
施
設
」

に
認
定
し
、「
救
マ
ー
ク
」
を
表
示
す
る
制
度
を

新
設
し
、
第
一
回
目
の
「
認
定
交
付
式
」
を
「
一

一
九
の
日
」
で
あ
る
十
一
月
九
日
に
行
い
ま
し

た
。 

　
大
切
な
命
を
救
う
た
め
に
は
、『
救
命
の
連
鎖
』

と
言
わ
れ
る
「
早
い
通
報
」
・
「
市
民
が
行
う
応

急
手
当
」
・
「
救
急
隊
が
行
う
救
急
処
置
」
・
「
医

療
機
関
が
行
う
医
療
処
置
」
を
、
迅
速
に
途
切

れ
る
こ
と
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
連
携
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。 

　
広
大
な
市
域
の
京
丹
後
市
で
は
、
急
病
や
事

故
が
起
き
て
か
ら
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に

時
間
を
要
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
現
場
に
居
合

わ
せ
た
か
た
の
応
急
手
当
が
と
て
も
重
要
な
こ

と
で
す
。 

　「
救
マ
ー
ク
」
認
定
制
度
で
は
、
観
光
施
設
や

商
業
施
設
、
事
業
所
な
ど
に
お
い
て
速
や
か
に

適
切
な
応
急
対
応
を
行
え
る
従
業
員
の
か
た
を

配
置
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
み

な
さ
ん
を
は
じ
め
、
観
光
な
ど
で
京
丹
後
市
を

訪
れ
る
か
た
に
安
心
し
て
施
設
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
な
ど
、
安
心
で
心
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
も
の
で
す
。 

　
「
救
マ
ー
ク
」
の
認
定
要
件
は
、
上
級
救
命

講
習
（
八
時
間
）
を
修
了
し
た
か
た
が
営
業
時

間
中
に
一
人
以
上
常
駐
し
、
救
急
事
故
が
発
生

し
た
場
合
に
救
急
隊
と
の
連
携
が
行
え
る
よ
う

に
、
連
絡
や
誘
導
体
制
な
ど
を
定
め
た
「
救
急

活
動
計
画
書
」
を
提
出
し
て
い
る
事
業
所
と
し

て
い
ま
す
。 

　
今
回
認
定
し
た
の
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
や
旅
館
、
高
齢
者
施
設
、
各
市
民
局
な
ど

三
十
五
施
設
。 

　
「
調
印
式
」
で
は
、
上
田
消
防
長
が
「
認
定

証
」
を
手
渡
す
と
と
も
に
、
荒
田
助
役
が
「
高

齢
化
の
進
行
、
ま
た
広
大
な
面
積
の
京
丹
後
市

に
お
い
て
『
救
マ
ー
ク
』
制
度
は
、
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
に
た
い
へ
ん
有
効
で
あ
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
が
市
全
体

の
事
業
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

「
救
命
の
連
鎖
」
で
安
心
・
心
強
い
ま
ち

「
救
命
の
連
鎖
」
で
安
心
・
心
強
い
ま
ち 

　
　
三
十
五
施
設
に
「
救
マ
ー
ク
」
認
定
証
を
交
付

　
　
三
十
五
施
設
に
「
救
マ
ー
ク
」
認
定
証
を
交
付 

「
救
命
の
連
鎖
」
で
安
心
・
心
強
い
ま
ち 

　
　
三
十
五
施
設
に
「
救
マ
ー
ク
」
認
定
証
を
交
付 

市民のみなさんや京丹後市を訪

れたかたが安心して利用できる

施設として「救マーク」を交付 

安心・安全なまちづくり安心・安全なまちづくり 安心・安全なまちづくり安心・安全なまちづくり

峰山消防署長 中西定征さん（峰山町菅）

京丹後市消防団副団長 羽賀義昌さん（弥栄町野中）

峰山消防署長 中西定征さん（峰山町菅）

京丹後市消防団副団長 羽賀義昌さん（弥栄町野中）

羽
賀
　
義
昌
さ
ん
（
右
） 

中
西
　
定
征
さ
ん
（
左
） 

　「消防に携わるかたを代表し、たまたま私が受賞した

もので、周りの同士に恵まれたことを感謝しています。

ここに住むかたが安心して暮らせ、誇りが持て、笑い声

の絶えない丹後に少しでも役立てればと思っています」 

　「みなさんに支えられ、助けていただいた中での受賞で、

私一人のものではありません。年代を超えた絆が生まれ、

地域の活性化にもなる消防団活動を若いかたにもつなげ

ていきたい」 

中西定征さん 

羽賀義昌さん 
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規
模
災
害
に
備
え
　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
迅
速
・
的
確
な
安
全
確
保
を
図
る

　
　
　
﹁
災
害
時
に
お
け
る
道
路
障
害
物
除
去
等
応
急
対
策
活
動
に
関
す
る
協
定
﹂
を
締
結

協定を調印し固い握手を交わす、京

丹後市建設業協栄会の田中行康副会

長・山本由臣副会長・森茂会長、中

山市長、池田総務部長（左から） 

協定を調印し固い握手を交わす、京

丹後建設業協会の金田 仁副会長・

奥井知己副会長・上田俊六会長、中

山市長、池田総務部長（左から） 

　
市
で
は
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
市
道
が
不
通

に
な
っ
た
場
合
に
、
迅
速
・
的
確
に
市
民
の
み
な
さ

ん
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
京
丹
後
建
設

業
協
会
（
上
田
俊
六
会
長
・
三
十
三
事
業
所
）
お
よ

び
京
丹
後
市
建
設
業
協
栄
会
（
森
茂
会
長
・
十
八
事

業
所
）
の
二
団
体
と
「
災
害
時
に
お
け
る
道
路
障
害

物
除
去
等
応
急
対
策
活
動
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
組
織
や
機
能
を
上
げ
て
最
大
の
努
力
を
行
っ

て
い
く
こ
と
を
第
一
の
責
務
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
突
発
的
な
大
規
模
災
害
な
ど
に
お

い
て
は
、
行
政
だ
け
の
力
で
は
限
界
が
あ
り
、
市
民

の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
民
間
の
か
た
の
協
力
・
支
援

が
な
け
れ
ば
円
滑
で
効
果
的
に
安
全
確
保
を
行
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
専
門
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
か
た
と
「
災

害
応
援
協
定
」
を

結
び
、
災
害
時
に

お
い
て
、
迅
速
・

的
確
な
安
全
確
保

の
た
め
の
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
お

り
、
今
回
、
同
二

団
体
の
申
し
出
に

よ
り
協
定
の
締
結

が
実
現
し
ま
し
た
。 

　
協
定
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
重
要
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た
災
害
時
に
お
い
て
、

道
路
障
害
物
な
ど
を
除
去
し
、
応
急
対
策
活
動
に
要

す
る
道
路
を
い
ち
早
く
確
保
す
る
と
と
も
に
、
損
壊

箇
所
の
応
急
措
置
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。 

　
十
月
三
十
日
に
行
っ
た
調
印
式
で
、
京
丹
後
建
設

業
協
会
の
上
田
会
長
は
「
協
会
で
は
防
災
備
蓄
品
の

確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
地
域

防
災
の
た
め
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
」
と
、
ま
た

京
丹
後
市
建
設
業
協
栄
会
の
森
会
長
は
「
地
域
の
み

な
さ
ん
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
会
員
一
同
努
力
し

て
い
き
た
い
」
と
た
い
へ
ん
心
強
い
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　
な
お
、
市
で
は
、
丹
後
北
都
不
動
産
株
式
会
社
と

も
同
協
定
を
す
で
に
締
結
し
て
い
ま
す
。 

 

網野北小学校４年生 

岡田　凪沙さん 

火災予防に一役

　　火災予防ポスター

火災予防に一役

　　火災予防ポスター

安
心
・
安
全 

安
心
・
安
全 
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【
提
言
１
】 

　

市
の
玄
関
口
と
な
る
大
宮
町
に
総

合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

を
建
設
し
、
市
の
す
べ
て
を
案
内
で

き
る
羅
針
盤
的
に
位
置
づ
け
る
。 

■
京
丹
後
市
の
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
丹
後
の
羅
針
盤
）

の
建
設
と
運
営 

　
市
の
玄
関
口
に
位
置
す
る
大
宮
町

に
、
観
光
施
設
や
観
光
情
報
な
ど
を

総
合
案
内
で
き
る
無
休
の
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
。 

■
情
報
の
共
有
化
と
発
信
拠
点
整
備 

　
市
に
関
す
る
全
部
門
の
情
報
共
有

化
と
高
度
情
報
通
信
網
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用
し
た
、
ソ
フ
ト
面

で
の
情
報
拠
点
の
整
備
を
図
る
。 

■
市
内
の
紹
介 

　
観
光
案
内
の
で
き
る
人
材
を
育
成

し
、
大
宮
町
観
光
協
会
が
商
標
登
録

し
た
「
観
光
案
内
交
番
」
、
「
観
光
情

報
交
番
」
を
設
置
す
る
。 

■
食
事
と
産
品
直
売 

　
市
内
の
農
産
物
や
新
鮮
な
魚
介
類

を
使
用
し
た
食
事
処
や
農
林
水
産
品
、

丹
後
ち
り
め
ん
に
代
表
さ
れ
る
歴
史

産
品
な
ど
の
直
売
所
、
地
産
地
消
を

テ
ー
マ
に
安
心
・
安
全
な
本
物
の
食

材
を
提
供
す
る
農
家
直
結
の
販
売
ル

ー
ト
の
確
立
を
図
る
。 

【
提
言
２
】 

　
工
業
団
地
造
成
や
企
業
誘
致
を
積

極
的
に
進
め
、
産
業
振
興
と
若
者
定

住
促
進
を
図
り
、
自
然
環
境
を
保
全

し
な
が
ら
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
。 

■
工
業
団
地
の
造
成
と
企
業
誘
致 

　
森
本
付
近
に
工
業
団
地
を
造
成
し
、

竹
野
川
か
ら
の
工
業
用
水
の
確
保
や

資
金
援
助
、
税
制
優
遇
措
置
も
導
入

し
た
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
行
い
、

雇
用
の
拡
大
と
若
者
定
住
を
促
進
す

る
経
済
基
盤
を
構
築
す
る
。 

■
産
業
振
興 

　
団
塊
世
代
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
恵
を

活
か
し
、
商
工
業
の
後
継
者
育
成
強

化
と
と
も
に
、
地
域
や
歴
史
的
特
性

を
活
か
し
た
商
工
業
を
振
興
す
る
。 

■
農
業
振
興 

　
優
良
農
地
の
保
全
や
統
一
栽
培
方

法
に
お
け
る
農
作
物
の
栽
培
管
理
と

ブ
ラ
ン
ド
化
、
地
産
地
消
の
推
進
と

地
域
組
織
化
で
新
た
な
特
産
品
開
発

や
農
業
技
術
支
援
に
よ
る
農
業
後
継

者
の
育
成
と
販
売
ル
ー
ト
を
確
立
。 

　
併
せ
て
、
農
業
公
社
の
設
立
な
ど

地
域
で
の
組
織
化
も
進
め
る
中
で
小

規
模
農
家
や
菜
園
農
家
へ
も
積
極
的

に
農
業
支
援
を
行
う
。 

■
都
市
空
間
の
整
備 

　
都
市
計
画
法
で
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
田
舎
ら
し
さ
の
残
る
田
園
風

景
に
お
け
る
環
境
保
全
の
推
進
と
住

み
よ
い
住
環
境
整
備
を
促
進
し
、
都

市
基
盤
や
生
活
基
盤
の
整
備
を
図
る
。 

【
提
言
３
】 

　

市
立
病
院
施
設
な
ど
の
統
廃
合
を

進
め
、
新
た
に
大
規
模
な
総
合
市
立

病
院
を
建
設
し
、
医
療
体
制
整
備
の

充
実
と
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
確
立
す
る
。 

■
健
康
増
進
活
動
や
予
防
検
診 

　
行
政
と
住
民
が
一
緒
に
な
っ
て
健

康
教
室
や
検
診
活
動
に
取
り
組
み
、

生
活
習
慣
病
の
改
善
や
予
防
活
動
、

疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
で

き
る
医
療
体
制
づ
く
り
を
推
進
す
る
。 

■
市
立
病
院
施
設
の
統
廃
合 

　
市
立
病
院
や
診
療
所
の
統
廃
合
を

進
め
、
民
間
開
業
医
と
の
さ
ら
な
る

連
携
を
図
り
、
地
域
包
括
医
療
拠
点

施
設
と
な
る
、
最
新
鋭
設
備
を
完
備

し
た
大
規
模
総
合
病
院
を
建
設
す
る
。 

■
医
療
体
制
の
強
化 

　
公
立
病
院
や
診
療
所
、
民
間
開
業

医
が
連
携
し
た
診
療
体
制
の
充
実
や

高
度
専
門
医
療
、
へ
き
地
医
療
な
ど

へ
対
応
す
る
こ
と
で
地
域
格
差
の
な

い
医
療
体
制
の
整
備
を
図
る
。 

■
診
療
体
制
の
確
立
と
独
立
行
政
法
人
化 

　
市
民
生
活
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
向
上
と
健
全

運
営
を
確
立
す
る
。 

■
地
域
特
性
活
用
の
健
康
ツ
ア
ー 

　
市
内
の
海
や
山
の
自
然
、
薬
草
や

温
泉
を
使
っ
た
療
法
な
ど
も
加
味
し
、

観
光
ツ
ア
ー
と
組
み
合
わ
せ
た
検
診

や
治
療
も
視
野
に
入
れ
、
多
岐
に
わ

た
る
特
色
あ
る
病
院
の
経
営
を
図
る
。 

 

【
提
言
４
】 

　
少
子
化
に
よ
る
地
域
教
育
施
設
の

統
廃
合
や
整
備
を
進
め
、
各
種
教
育

の
充
実
と
生
涯
学
習
や
地
域
教
育
を

推
進
す
る
。 

■
教
育
施
設
の
整
備
と
充
実 

　
学
校
規
模
の
適
正
化
と
地
域
間
に

お
け
る
教
育
施
設
の
均
衡
を
図
り
つ

つ
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
特
徴
あ

る
教
育
の
推
進
と
充
実
を
図
る
。 

■
学
力
向
上 

　
教
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

と
と
も
に
、
基
礎
教
育
の
徹
底
指
導

と
個
々
に
応
じ
た
指
導
を
通
じ
、
学

力
バ
ラ
ン
ス
格
差
の
是
正
と
基
礎
学

力
の
向
上
を
図
る
。 

■
地
域
教
育
の
充
実 

　
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
体
性

を
持
っ
て
積
極
的
に
地
域
教
育
に
参

加
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
教
育
や
生

涯
教
育
体
制
の
整
備
充
実
を
図
る
。 

■
青
少
年
の
健
全
育
成 

　
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
一
体
と
な

り
、
地
域
歴
史
文
化
や
特
性
を
取
り

入
れ
た
地
域
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
青
少
年
健

全
育
成
活
動
の
充
実
を
図
る
。 

■
犯
罪
の
な
い
地
域
づ
く
り 

　
地
域
ぐ
る
み
で
、
子
ど
も
た
ち
を

犯
罪
か
ら
守
り
、
児
童
公
園
な
ど
の

遊
び
の
拠
点
施
設
の
設
置
と
活
動
を

通
じ
、
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り

の
推
進
を
図
る
。 

【
提
言
５
】 

　
合
併
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
低
下
問

題
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
と
旧
町
間
に
お

け
る
地
域
間
格
差
の
是
正
を
図
る
。 

■
旧
町
か
ら
の
引
き
継
ぎ
問
題 

　
道
路
改
良
、
ほ
場
整
備
、
保
育
所

統
合
、
若
者
定
住
住
宅
な
ど
の
旧
町

か
ら
の
引
き
継
ぎ
事
項
に
つ
い
て
、

最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
計

画
推
進
と
早
期
着
工
を
図
る
。 

■
サ
ー
ビ
ス
窓
口
問
題 

　
即
、
対
応
と
行
動
の
で
き
る
市
民

局
職
員
の
充
実
並
び
に
市
民
の
声
を

総
合
的
に
受
け
入
れ
る
窓
口
を
実
現

す
る
た
め
、
総
合
調
整
部
署
の
確
立

を
図
る
。 

■
福
祉
問
題 

　
有
償
運
送
支
援
は
、
合
併
前
の
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
確
保
に
努
め
る
。 

■
教
育
問
題 

　
平
等
に
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境

整
備
と
権
利
格
差
の
是
正
を
図
る
。 

■
公
用
車
使
用
問
題 

　
運
輸
局
や
公
用
車
管
理
問
題
な
ど

の
中
で
、
地
域
や
公
民
館
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
の
地
域
活
動
で
の
公
用
車
使
用

に
つ
い
て
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
援
助
支
援
と
し
て
新
補
助
金

制
度
の
導
入
を
図
る
。 

【
提
言
６
】 

　
地
域
自
治
組
織
や
地
域
各
種
団
体

と
行
政
と
の
協
働
と
共
創
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
。 

■
地
域
支
援
と
連
携 

　
行
政
と
地
区
住
民
自
治
組
織
が
、

お
互
い
の
役
割
を
理
解
し
協
力
す
る

こ
と
で
連
携
を
深
め
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
果
た
す
役
割
に
さ
ら
な
る

地
域
支
援
を
図
る
。 

■
地
域
と
行
政
の
協
働 

　
地
域
と
行
政
が
互
い
の
役
割
を
認

識
し
な
が
ら
、
効
果
的
な
取
り
組
み

が
行
え
る
よ
う
に
市
民
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
。 

■
地
域
団
体
組
織
・
リ
ー
ダ
ー
育
成 

　
地
域
組
織
や
各
種
組
織
団
体
意
識

の
醸
成
、
各
種
団
体
や
地
域
リ
ー
ダ

ー
の
さ
ら
な
る
育
成
を
図
る
。 

■
交
流
の
推
進 

　
地
域
団
体
組
織
な
ど
の
地
域
間
交

流
や
産
業
・
文
化
交
流
を
積
極
的
に

推
進
し
、
交
流
機
会
の
提
供
と
支
援

を
図
る
。 

■
ま
ち
づ
く
り
推
進 

　
地
域
一
丸
と
な
っ
た
行
政
と
の
協

働
に
よ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
。 

大
宮
町
地
域
振
興
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
提
　
言

峰
山
町
地
域
振
興
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
提
　
言

【
提
言
１
】 

市
役
所
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て 

■
本
庁
機
能
の
あ
り
方 

　
既
存
庁
舎
の
収
容
面
積
な
ど
の

制
約
は
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
時

代
に
対
応
す
る
政
策
型
の
自
治
体

と
し
て
、
本
庁
組
織
は
そ
の
専
門

的
・
戦
略
的
機
関
と
し
て
機
能
す

べ
き
で
す
。 

　
本
庁
機
能
が
分
散
し
て
い
る
現

体
制
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
理
的
障

害
が
生
じ
て
お
り
、
非
効
率
的
で

あ
り
ま
す
。
各
種
の
施
策
立
案
や

執
行
調
整
に
お
い
て
、
組
織
内
の

合
意
形
成
や
市
民
と
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
（
意
見
の
一
致
）
を
図
る
上

で
、
組
織
の
合
理
化
・
集
合
は
不

可
欠
で
あ
り
、
早
急
な
統
合
再
編

に
向
け
て
市
民
へ
理
解
を
求
め
る

べ
き
と
考
え
ま
す
。 

■
市
民
局
の
あ
り
方 

　
二
重
構
造
的
な
組
織
と
し
て
の

市
民
局
で
は
な
く
、
住
民
生
活
に

直
結
し
た
窓
口
的
な
機
能
を
重
視

し
た
小
さ
な
組
織
に
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。 

　
市
民
局
の
職
員
配
置
は
、
窓
口

の
取
り
扱
い
件
数
な
ど
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
実
情
に
応
じ
た
も
の
と

す
べ
き
で
あ
り
、
中
長
期
的
な
観

点
と
し
て
、
市
民
局
の
統
廃
合
に

着
手
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

【
提
言
２
】 

「
ま
ち
」
の 

　
　
　

ス
ポ
ッ
ト
整
備
に
つ
い
て 

　
大
規
模
な
開
発
整
備
だ
け
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
身
近
な
町
並
み

の
中
の
魅
力
あ
る
「
点
」・
ス
ポ
ッ

ト
を
活
か
す
取
り
組
み
に
よ
り
、

点
と
点
が
結
ば
れ
、
そ
の
よ
さ
が

波
及
す
る
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。 

　
私
た
ち
が
め
ざ
す
「
ま
ち
」
の

コ
ン
セ
プ
ト
（
概
念
）
は
、「
歩
い

て
楽
し
い
ま
ち
」。
テ
ー
マ
は
「
食
」、

「
水
」、「
花
木
」、「
憩
い
」、「
集
い
」

で
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
素
材
を
活

か
し
た
ス
ポ
ッ
ト
と
ス
ポ
ッ
ト
を

人
が
行
き
交
う
こ
と
で
ま
ち
の
に

ぎ
わ
い
を
創
出
で
き
る
も
の
と
期

待
し
ま
す
。 

■
日
本
一
短
い
ア
ー
ケ
ー
ド
「
御

旅
市
場
」
の
活
性
化 

　
　

食
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
「
店
」

の
創
立 

■
ま
ち
を
流
れ
る
「
小
西
川
」
の

ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
整
備 

　
　

河
川
改
修
に
よ
る
安
全
対
策 

　
　

腰
掛
椅
子
・
花
木
植
栽
・
川

床
舞
台
の
設
営
な
ど 

■
眺
望
と
広
葉
樹
が
楽
し
め
る
「
薬

師
ケ
丘
さ
く
ら
の
森
公
園
」
と

北
丹
後
地
震
の
教
訓
を
残
す
「
丹

後
震
災
記
念
館
」
の
活
用 

■
市
民
が
憩
い
・
ふ
れ
あ
う
ポ
ケ

ッ
ト
パ
ー
ク
の
整
備 

　
　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
庭

園
の
活
用
の
ほ
か
町
並
み
で

の
複
数
整
備 

■
協
働
・
共
創
に
資
す
る
イ
ベ
ン

ト
へ
の
支
援 

【
提
言
３
】 

市
営
駐
車
場
の
あ
り
方
に
つ
い
て 

　
公
的
な
駐
車
場
（
市
営
駐
車
場
）

の
無
秩
序
な
利
用
実
態
を
調
査
し
、

「
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
商
店
街
振

興
策
」
と
の
有
機
的
な
連
携
を
模

索
し
た
管
理
に
改
め
る
べ
き
と
考

え
ま
す
。 

　
駐
車
場
有
料
化
の
導
入
と
峰
山

町
商
店
街
利
用
者
へ
の
優
待
（
割

引
・
特
典
）
制
度
に
よ
り
、
駐
車

場
利
用
者
の
差
別
化
を
行
い
、「
ま

ち
」
の
振
興
に
寄
与
す
る
施
設
と

す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。 

　
ま
た
、「
ま
ち
」
内
の
道
路
・
駐

車
場
環
境
を
補
う
た
め
、
さ
ら
に

は
環
境
へ
配
慮
し
て
自
動
車
移
動

の
抑
制
を
推
進
す
る
た
め
、
公
的

駐
車
場
の
利
用
促
進
を
図
り
、
住

民
な
ど
へ
の
啓
発
に
努
め
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

【
提
言
４
】 

道
路
整
備
に
つ
い
て 

　
京
丹
後
市
総
合
計
画
の
基
本
計

画
に
基
づ
く
「
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
」
は
、
京
都
府
北
部
に

位
置
す
る
本
市
に
と
っ
て
は
極
め

て
急
が
れ
る
行
政
課
題
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。 

　
ま
た
、
本
市
内
で
は
広
大
と
な

っ
た
市
域
に
お
け
る
均
衡
あ
る
発

展
を
図
る
た
め
、
地
域
間
の
円
滑

な
交
流
促
進
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
市

民
生
活
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
生
活
関
連
道
路
網
の
改

良
整
備
は
緊
急
を
要
す
る
課
題
と

考
え
ま
す
。 

■
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
・
宮

津
網
野
線
の
早
期
整
備 

　
　
野
田
川
〜
京
丹
後
市
内 

■
主
要
幹
線
道
路
の
整
備 

　
・
国
道
３
１
２
号 

 

　
五
箇
地
区 

　
　
　
歩
道
整
備 

　
　
　
バ
イ
パ
ス
の
新
設
整
備 

　
・ 

府
道
「
網
野
峰
山
線
」 

 

　
　
石
丸
地
内
の
早
期
完
成 

　
・
府
道
「
掛
津
峰
山
線
」 

　
　
　
丹
波
〜
橋
木
地
内
の
整
備 

「地域振興協議会」 
　　市長に地域振興施策を提言 
「地域振興協議会」 
　　市長に地域振興施策を提言 

　旧６町単位で設置され、まちづくりや教育などに
ついて提言する「地域振興協議会」から、地域の振
興施策について提言書をいただきました。 
　各協議会においては、平成16年10月の設置から
２年間にわたり、地域の現状や課題について、13回
から15回にわたってたいへん熱心に協議を行ってい
ただき、地域の振興施策として取りまとめられました。 
　今回は、峰山町および大宮町の提言書の概略につ
いてご紹介します。 
　なお、市のホームページに、各協議会の提言書を
掲載しています。 

提
　
　
　
言 

提
　
　
　
言 
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受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
二
〇
〇
六
年
秋
の
叙
勲
で
、
吉
岡
秀
男
さ
ん
（
大
宮
町
周
枳
）
が
旭
日
双

光
章
を
、
西
村
義
忠
さ
ん
（
網
野
町
網
野
）
が
旭
日
単
光
章
を
、
能

け
ゑ

子
さ
ん
（
網
野
町
浅
茂
川
）
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

　
能

さ
ん
は
、
丹
後
地
方
で
初
め
て
と
な
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
と
し
て
昭
和
五
十
七
年
に
誕
生
し
た
「
丹
後

園
」
へ
、
草
創
期
の
昭
和
五
十
八
年
三
月
に
寮
母
と
し
て

入
職
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
永
年
に
わ
た
り
高
齢
者
介
護
の
最

前
線
で
当
地
の
福
祉
振
興
に
多
大
な
ご
貢
献
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。 

　
当
時
の
丹
後
地
方
は
、
高
齢
者
福
祉
に
対
す
る
認
識
や

理
解
が
浅
く
、
ま
た
介
護
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
確
立
さ
れ
て
い

な
い
中
、
介
護
職
員
の
中
心
と
な
り
、
入
所
者
の
か
た
の

要
求
を
く
み
取
り
、
よ
り
生
活
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る

べ
く
精
力
的
に
施
設
運
営
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
、
今
日
の

丹
後
地
域
の
高
齢
者
施
設
の
礎
を
築
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
入
職
以
来
一
貫
し
て
、
介
護
の
現
場
で
入
所
者

の
か
た
と
向
き
合
い
、
現
在
も
丹
後
園
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
セ

ン
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
と
し
て
、
在
宅
介
護
現

場
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
献
身
的
な
地
域

福
祉
向
上
へ
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

　
能
勢
け
ゑ
子
さ
ん
︵
網
野
町
浅
茂
川
︶

　
能
勢
け
ゑ
子
さ
ん
︵
網
野
町
浅
茂
川
︶

瑞
宝
単
光
章

　
能

け
ゑ
子
さ
ん
︵
網
野
町
浅
茂
川
︶

能 けゑ子さん 

　
元
弥
栄
町
長
の
故
森
岡
行
直
さ
ん
（
弥

栄
町
木
橋
）
が
、「
従
五
位
」
に
叙
さ
れ
、

こ
の
た
び
奥
田
京
都
府
振
興
局
長
か
ら
遺

族
の
か
た
に
位
記
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

　
森
岡
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
に

弥
栄
町
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
、
一
期
四

年
の
議
員
活
動
の
後
、
昭
和
四
十
二
年
四

月
に
弥
栄
町
長
に
当
選
さ
れ
、
以
来
、
平

成
七
年
四
月
ま
で
の
七
期
二
十
八
年
の
永

き
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
進
展
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
間
、
生
活
基
盤
整
備
や
福
祉
・
保

健
、
産
業
、
教
育
、
国
際
交
流
な
ど
の
振

興
に
卓
越
な
る
識
見
に
よ
り
指
導
力
・
行

動
力
を
発
揮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ま
た
弥

栄
町
森
林
組
合
長
、
弥
栄
町
農
業
委
員
会

長
、
弥
栄
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
を
歴
任

さ
れ
る
な
ど
、
町
の
発
展
に
多
大
な
力
を

注
が
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

叙
位
　
従
五
位

叙
位
　
従
五
位

　
故
森
岡
　
行
直
さ
ん

　
故
森
岡
　
行
直
さ
ん

　
　
　
　
　
︵
弥
栄
町
木
橋
︶

　
　
　
　
　
︵
弥
栄
町
木
橋
︶

叙
位
　
従
五
位

　
故
森
岡
　
行
直
さ
ん

　
　
　
　
　
︵
弥
栄
町
木
橋
︶

故森岡行直さん 

　
弥
栄
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
（
田
宮

壽
輔
会
長
・
十
六
人
）
が
、
全
国
民
生
委

員
児
童
委
員
連
合
会
か
ら
「
優
良
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。 

　
同
会
は
、
年
二
回
、
各
小
・
中
学
校
長

や
保
育
所
長
と
懇
談
会
を
持
ち
、
児
童
・

生
徒
の
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
小

学
校
区
別
に
保
健
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
年
一
回
の
懇
談
会
を
持
ち
、
高
齢
者
の

か
た
や
障
害
者
の
か
た
に
関
す
る
情
報
を

共
有
す
る
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
活
動
を

永
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
毎
月
二
回
、
小
学
校
へ
出
向
い

て
の
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
福
祉
施
設
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
年
間
を
通

じ
て
地
域
に
密
着
し
た
住
民
に
信
頼
さ
れ

る
取
り
組
み
を
続
け
て
こ
ら
れ
、
そ
れ
ら

の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。 優

良
民
生
委
員
児
童
委
員

優
良
民
生
委
員
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　
　
協
議
会
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
協
議
会
表
彰

弥
栄
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

弥
栄
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

優
良
民
生
委
員
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　
　
協
議
会
表
彰

弥
栄
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

弥栄町民生児童委員協議会 

　会　長　田宮壽輔さん（左） 

　副会長　芦田　寛さん（右） 

　
高
齢
者
介
護
の
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
る

後
藤
泰
子
さ
ん
（
峰
山
町
五
箇
）
が
、
社

会
福
祉
事
業
功
労
者
と
し
て
「
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
後
藤
さ
ん
は
、
丹
後
地
方
で
初
め
て
と

な
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
丹
後
園
」

に
昭
和
五
十
七
年
八
月
に
入
職
さ
れ
、
以

来
、
二
十
一
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
在

職
さ
れ
、
ま
た
平
成
十
五
年
九
月
か
ら
は

「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
丹
後
園
」
に
お
い
て
、
利

用
者
の
か
た
の
目
線
に
立
ち
、
常
に
寄
り

添
う
中
で
献
身
的
に
高
齢
者
の
か
た
の
生

活
を
支
え
、
当
地
の
福
祉
振
興
に
多
大
な

ご
貢
献
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
現
在
は
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
丹
後
園
」

で
施
設
長
と
し
て
、
訪
問
介
護
事
業
を
統

括
さ
れ
る
と
と
も
に
、
若
手
職
員
の
育
成

に
も
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
地

域
福
祉
向
上
へ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
り
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
後
藤
　
泰
子
さ
ん

　
後
藤
　
泰
子
さ
ん

　
　
　
　
　
︵
峰
山
町
五
箇
︶

　
　
　
　
　
︵
峰
山
町
五
箇
︶

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
後
藤
　
泰
子
さ
ん

　
　
　
　
　
︵
峰
山
町
五
箇
︶

後藤　泰子さん 

　
元
大
宮
町
議
会
議
長
の
故
川
村
盛
之
助

さ
ん
（
大
宮
町
周
枳
）
が
、「
旭
日
単
光
章
」

を
受
章
さ
れ
、
こ
の
た
び
奥
田
京
都
府
振

興
局
長
か
ら
遺
族
の
か
た
に
勲
記
と
勲
章

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

　
川
村
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
に

大
宮
町
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
、
以
来
、

昭
和
五
十
八
年
四
月
ま
で
連
続
三
期
十
二

年
の
永
き
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
に

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
間
、
昭
和
五
十
年
五
月
か
ら
昭
和

五
十
四
年
四
月
ま
で
副
議
長
を
、
昭
和
五

十
四
年
五
月
か
ら
昭
和
五
十
八
年
四
月
ま

で
議
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
議
会
の
円

滑
な
運
営
に
ご
貢
献
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

地
方
行
政
の
推
進
に
力
を
注
が
れ
、
特
に

大
宮
町
の
商
工
、
道
路
教
育
、
福
祉
行
政

の
振
興
に
献
身
的
に
取
り
組
ま
れ
、
地
方

自
治
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

旭
日
単
光
章

旭
日
単
光
章

　
故
川
村
盛
之
助
さ
ん

　
故
川
村
盛
之
助
さ
ん

　
　
　
　
　
︵
大
宮
町
周
枳
︶

　
　
　
　
　
︵
大
宮
町
周
枳
︶

旭
日
単
光
章

　
故
川
村
盛
之
助
さ
ん

　
　
　
　
　
︵
大
宮
町
周
枳
︶

故川村盛之助さん 

　
西
村
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
一
年
八
月
か
ら
六
町
合
併
ま

で
の
十
七
年
八
月
の
永
き
に
わ
た
り
網
野
町
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
を
務
め
ら
れ
、
ま
た
合
併
後
の
平
成
十
六
年
四

月
か
ら
二
か
月
間
は
京
丹
後
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と

し
て
、
京
丹
後
市
の
初
め
て
の
市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員

選
挙
執
行
の
重
責
に
当
た
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
多
大
な
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
網
野
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
お
い
て
は
、
そ
の
在

職
期
間
す
べ
て
を
委
員
長
と
し
て
、
民
主
主
義
の
根
幹
で

あ
る
選
挙
制
度
の
重
要
性
に
鑑
み
、
責
任
感
と
研
究
心
を

も
っ
て
選
挙
法
令
の
研
さ
ん
に
努
め
ら
れ
、
数
多
く
の
国
、

府
、
網
野
町
な
ど
の
選
挙
に
お
い
て
適
切
な
判
断
に
基
づ

く
指
揮
監
督
に
よ
り
、
選
挙
の
円
滑
な
管
理
執
行
に
ご
貢

献
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昭
和
六
十
一
年
か
ら
網
野
町
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
の
特
別
委
員
を
務
め
ら
れ
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の

政
治
意
識
の
向
上
に
力
を
注
が
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で

あ
り
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

旭
日
単
光
章

旭
日
単
光
章

　
西
村
　
義
忠
さ
ん
︵
網
野
町
網
野
︶

　
西
村
　
義
忠
さ
ん
︵
網
野
町
網
野
︶

旭
日
単
光
章

　
西
村
　
義
忠
さ
ん
︵
網
野
町
網
野
︶

西村　義忠さん 

　
吉
岡
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
に
大
宮
町
議
会
議

員
に
当
選
さ
れ
二
期
四
年
六
月
在
職
の
後
、
昭
和
六
十
二

年
十
月
に
大
宮
町
長
に
初
当
選
さ
れ
、
合
併
ま
で
の
十
六

年
五
月
の
永
き
に
わ
た
り
、
地
域
自
治
の
発
展
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
間
、
「
地
域
の
発
展
は
人
づ
く
り
か
ら
」
を
基
本

と
し
て
、
各
地
区
に
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
、
ま
ち
の

活
性
化
を
行
う
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
住
民
要
望
に
対

応
し
た
行
政
施
策
に
取
り
組
み
、
住
み
よ
い
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
ご
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
中
で
も
、
平
成
元
年
に
は
「
ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
」

を
原
資
と
し
て
人
材
育
成
基
金
を
積
み
立
て
、
「
大
宮
町

町
づ
く
り
会
」
の
発
足
や
、
平
成
四
年
に
は
リ
ー
ダ
ー
育

成
会
「
大
宮
活
性
懇
話
会
」
、
平
成
十
二
年
に
は
市
町
村

塾
「
大
宮
ア
グ
リ
二
一
塾
」
を
設
立
し
、
村
づ
く
り
の
仕

掛
け
人
を
養
成
さ
れ
る
な
ど
、
常
に
全
町
的
な
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
、
自
治
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ

れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章

　
吉
岡
　
秀
男
さ
ん
︵
大
宮
町
周
枳
︶

　
吉
岡
　
秀
男
さ
ん
︵
大
宮
町
周
枳
︶

旭
日
双
光
章

　
吉
岡
　
秀
男
さ
ん
︵
大
宮
町
周
枳
︶

吉岡　秀男さん 

表
　
　
　
彰 

表
　
　
　
彰 
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市
が
「
包
括
協
力
協
定
」
を
締
結
し
て
い
る
社
会
人
野

球
チ
ー
ム
「
京
都
フ
ァ
イ
ア
ー
バ
ー
ズ
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
」
の
新
監
督
に
就
任
さ
れ
た
榊
原
良
行
さ
ん
が
、

十
月
十
八
日
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
に
市
役
所
を
訪
問
さ
れ

ま
し
た
。 

　
市
と
同
ク
ラ
ブ
は
、
本
年
二
月
に
「
連
携
・
協
力
に
関

す
る
包
括
協
力
協
定
」
を
結
び
、
峰
山
球
場
を
準
本
拠
地

と
し
て
、
タ
レ
ン
ト
の
萩
本
欽
一
さ
ん
率
い
る
「
茨
城
ゴ

ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
」
と
の
交
流
試
合
を
は
じ
め
、
福
祉

施
設
へ
の
訪
問
や
ご
み
の
回
収
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
の
み
な
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
幅
広
い
分
野
で

連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。 

　
新
監
督
に
就
任
さ
れ
た
榊
原
さ
ん
は
、
プ
ロ
野
球
の
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
ま
た
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
二
塁
手

と
し
て
活
躍
さ
れ
た
後
、
日
本
ハ
ム
、
阪
神
、
中
日
の
コ

ー
チ
を
歴
任
さ
れ
、
今
年
二
月
か
ら
「
京
都
フ
ァ
イ
ア
ー

バ
ー
ズ
」
の
コ
ー
チ
を
務
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
榊
原
監
督
は
「
選
手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は
急
に
は
で
き

な
い
が
、
や
る
か
ら
に
は
上
を
め
ざ
し
た
い
。
ま
た
、
京

丹
後
市
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
深
め
、
お
互
い
の
発

展
の
た
め
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
と
と
も
に
京
丹

後
市
の
活
性
化
へ
の
協
力
を
約
束
さ
れ
ま
し
た
。 

市と包括協力協定を結ぶ　京都ファイアーバーズ　榊原良行新監督　来丹市と包括協力協定を結ぶ　京都ファイアーバーズ　榊原良行新監督　来丹

京丹後市スポーツ特別栄誉賞を贈呈 2006世界レスリング選手権　金メダリスト 

協力を約束し固い握手を交わす、

京都ファイアーバーズ支援・連

携たんご応援団実行委員会の今

西仁会長・榊原良行監督・中山

市長（左から） 

正田絢子さん・伊調千春さん 
京丹後市スポーツ特別栄誉賞を贈呈 2006世界レスリング選手権　金メダリスト 

正田絢子さん・伊調千春さん 
　
九
月
二
十
五
日
か
ら
十
月
一
日
に
か
け
て
、

中
国
の
広
州
で
開
か
れ
た
「
二
〇
〇
六
世
界

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
」
に
お
い
て
、
見
事
に

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
た
、
網
野
高
等
学
校

出
身
の
正
田
絢
子
さ
ん
（
女
子
五
十
九
㎏
級
・

網
野
町
浅
茂
川
）
と
、
伊
調
千
春
さ
ん
（
四

十
八
㎏
級
・
綜
合
警
備
保
障
所
属
）
の
功
績

を
讃
え
、
十
月
二
十
六
日
に
ア
ミ
テ
ィ
丹
後
（
網

野
町
網
野
）
で
「
金
メ
ダ
ル
報
告
会
」（
網
野

高
等
学
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
後
援
会
「
丹
心
」・

網
野
高
等
学
校
同
窓
会
主
催
）
が
盛
大
に
開

か
れ
、お
二
人
の
偉
業
を
祝
福
し
ま
し
た
。 

　
正
田
さ
ん
は
、
大
阪
府
吹
田
市
出
身
。
小

学
校
時
代
か
ら
レ
ス
リ
ン
グ
を
は
じ
め
、
網

野
高
等
学
校
へ
進
学
後
め
き
め
き
と
力
を
つ

け
ら
れ
、
三
年
生
の
と
き
に
世
界
選
手
権
（
六

十
二
㎏
級
）
で
優
勝
さ
れ
る
と
と
も
に
、
昨

年
に
続
き
二
年
連
続
三
回
目
の
栄
冠
を
勝
ち

取
る
な
ど
、
世
界
の
頂
点
に
立
た
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ビ
バ
レ
ッ
ジ
（
東
京
都
）

に
所
属
さ
れ
な
が
ら
も
本
拠
を
京
丹
後
市
に

お
い
て
、
網
野
高
等
学
校
の
後
輩
を
相
手
に

練
習
に
励
げ
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
青
森
県
八
戸
市
出
身
の
伊
調
さ
ん
も
、

中
学
校
卒
業
後
に
網
野
高
等
学
校
へ
進
学
。

世
界
選
手
権
（
五
十
一
㎏
級
）
で
は
、
平
成

十
四
年
に
二
位
、
平
成
十
五
年
に
優
勝
と
輝

か
し
い
成
績
を
残
さ
れ
、
平
成
十
六
年
の
ア

テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
�
四
十
八
㎏
級
で

銀
メ
ダ
ル
に
輝
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
金
メ
ダ
ル
報
告
会
」
に
は
、
両
選
手
の

恩
師
や
後
輩
、
レ
ス
リ
ン
グ
関
係
者
な
ど
約

六
十
人
が
出
席
。
参
加
者
の
み
な
さ
ん
か
ら

お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
る
と
と
も
に
、
京

丹
後
市
か
ら
「
京
丹
後
市
ス
ポ
ー
ツ
特
別
栄

誉
賞
」
を
贈
呈
し
ま
し
た
。（
お
二
人
と
も
二

度
目
の
受
賞
） 

　
正
田
さ
ん
は
「
金
メ
ダ
ル
を
獲
れ
、
み
な

さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
が
、
私
自

身
う
れ
し
い
」、
ま
た
伊
調
さ
ん
は
「
金
メ
ダ

ル
を
獲
れ
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
た
へ

恩
返
し
が
で
き
ま
し
た
」
と
温
か
い
応
援
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
正
田
さ
ん
は
「
網

野
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ
ル
が
な
い

の
で
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
が
ん
ば
っ
て

獲
り
た
い
」、
伊
調
さ
ん
は
「
ま
ず
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
の
メ
ダ
ル
よ
り
も
難
し
い
国
内

選
考
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」
と
力
強
く
話

さ
れ
ま
し
た
。 

ドリーム・ベースボール ドリーム・ベースボール 

正
田
絢
子
さ
ん 

伊
調
千
春
さ
ん 

秋の丹後路を母校の名誉をかけ力走
第16回丹後ブロック中学校駅伝競走大会回丹後ブロック中学校駅伝競走大会・第15回京丹後市小学生駅伝競走大会回京丹後市小学生駅伝競走大会 

秋の丹後路を母校の名誉をかけ力走
第16回丹後ブロック中学校駅伝競走大会・第15回京丹後市小学生駅伝競走大会 

第16回丹後ブロック中学校駅伝競走大会 

第15回京丹後市小学生駅伝競走大会 

丹後ブロック中学校駅伝競走大会 

京丹後市小学生駅伝競走大会 

１　高龍中学校 

２　宮津中学校 

３　江陽中学校 

４　加悦中学校 

５　久美浜中学校 

６　峰山中学校 

１　久美浜小学校 

２　吉原小学校 

３　大宮第一小学校Ｂ 

４　大宮第一小学校Ａ 

５　間人小学校 

57分37秒 

59分59秒 

1時間00分36秒 

1時間00分47秒 

1時間01分15秒 

1時間01分29秒 

43分57秒 

44分09秒 

45分18秒 

45分24秒 

45分34秒 

45分46秒 

47分06秒 

47分15秒 

47分38秒 

48分19秒 

48分23秒 

６　橘小学校Ａ  

７　峰山小学校  

８　佐濃小学校 

９　溝谷小学校 

10　川上小学校 

48分40秒 

48分42秒 

49分15秒 

49分23秒 

49分42秒 

１　高龍中学校 

２　大宮中学校 

３　峰山中学校 

４　橋立中学校 

５　江陽中学校 

６　宮津中学校 

【男子の部（６区間18㎞）】 

（６区間12.2㎞） 

【女子の部（５区間12㎞）】 

　
十
月
十
四
日
に
「
第
十
六
回
丹
後
ブ
ロ
ッ
ク
中
学
校

駅
伝
競
走
大
会
」
が
、
ま
た
十
月
二
十
八
日
に
「
第
十

五
回
京
丹
後
市
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会
」
が
、
と
も
に

峰
山
途
中
ヶ
丘
運
動
公
園
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点

に
開
か
れ
、
各
校
の
代
表
選
手
た
ち
は
保
護
者
な
ど
か

ら
大
き
な
声
援
を
背
に
受
け
な
が
ら
、
母
校
の
名
誉
を

か
け
力
走
し
ま
し
た
。 

　
日
本
プ
ロ
野
球
名
球
会
と
全
国
野
球
振
興
会

（
日
本
プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
）
に
在
籍
す
る

往
年
の
名
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、
十
一
月
四
日
・
五

日
の
二
日
間
、「
平
成
十
八
年
度
宝
く
じ
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ア
『
ド
リ
ー
ム
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
』
〜

名
球
会
・
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
が
や
っ
て
来
る
！
〜
」（
京

都
府
・
京
丹
後
市
・
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
主
催
）
と
し
て
来
丹
し
、
峰
山
球
場
な
ど

を
会
場
に
野
球
教
室
や
親
善
試
合
な
ど
多
彩
な

催
し
で
、
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

　
来
丹
し
た
「
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
」
は
、
名
球

会
の
金
田
正
一
会
長
（
元
巨
人
）
や
衣
笠
祥
雄

さ
ん
（
元
広
島
）、
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
の
斉
藤
明
夫
さ

ん
（
元
横
浜
）、
八
木
裕
さ
ん
（
元
阪
神
）
な
ど

総
勢
二
十
四
人
の
豪
華
な
顔
ぶ
れ
。 

　
四
日
に
は
、
峰
山
中
学
校
体
育
館
で
、「
名
球

会
指
導
者
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
し
て
、
衣
笠
さ
ん

と
鈴
木
啓
示
さ
ん
（
元
近
鉄
）、
大
島
康
徳
さ
ん

（
元
日
本
ハ
ム
）
が
、
少
年
野
球
の
指
導
者
や

中
学
校
野
球
部
の
監
督
な
ど
約
百
人
に
、
指
導

の
コ
ツ
や
故
障
を
防
ぐ
方
法
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
、
参
加
者
は
超
一
流
の
指
導
法
を
一
言

も
も
ら
さ
な
い
よ
う
熱
心
に
メ
モ
を
と
っ
て
い

ま
し
た
。 

　
五
日
午
前
に
行
っ
た
「
少
年
少
女
ふ
れ
あ
い

野
球
教
室
」
に
は
、
市
内
の
学
童
野
球
・
中
学

校
野
球
部
員
約
六
百
五
十
人
が
参
加
。
す
べ
て

は
基
本
が
大
切
と
、
捕
球
の
仕
方
や
投
球
の
基

本
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
、
ド
リ
ー

ム
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
一
人
ひ
と
り
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
、
参
加
者
は
一
流
を
極
め
た
選
手
の

指
導
に
目
を
輝
か
せ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
午
後
に
は
、
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
と
地

元
社
会
人
選
抜
チ
ー
ム
が
対
戦
。
見
事
な
投
手

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
〇
対
〇
で
引
き
分
け
る
な

ど
、
市
内
外
か
ら
の
約
二
千
五
百
人
の
フ
ァ
ン

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

往年の名選手が市民のみなさんと夢の球宴往年の名選手が市民のみなさんと夢の球宴

【
親
善
試
合
】 

　
緊
迫
し
た
ゲ
ー
ム
の
後
、
健
闘

を
た
た
え
笑
顔
で
握
手 

【
名
球
会
指
導
者
ク
リ
ニ
ッ
ク
】 

　
超
一
流
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
聞
き

入
る
参
加
者 

【
少
年
少
女
ふ
れ
あ
い
野
球
教
室
】 

　
八
木
裕
さ
ん
（
元
阪
神
）
の
ア

ド
バ
イ
ス
に
緊
張
し
な
が
ら
も
真

剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た 

ス

ポ

ー

ツ 

ス

ポ

ー

ツ 
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理
想
の
京
丹
後
市
を
め
ざ
し
て

理
想
の
京
丹
後
市
を
め
ざ
し
て 

　
（
社
）
京
丹
後
青
年
会
議
所
　
自
治
基
本
条
例
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
社
）
京
丹
後
青
年
会
議
所
　
自
治
基
本
条
例
フ
ォ
ー
ラ
ム 

理
想
の
京
丹
後
市
を
め
ざ
し
て 

　
（
社
）
京
丹
後
青
年
会
議
所
　
自
治
基
本
条
例
フ
ォ
ー
ラ
ム 

～市民による市民のためのまちづくりをめざして～ 

「京丹後市まちづくり基本条例の制定をすすめる会」便り「京丹後市まちづくり基本条例の制定をすすめる会」便り 《第３号》 「京丹後市まちづくり基本条例の制定をすすめる会」便り 
～市民による市民のためのまちづくりをめざして～ 

京丹後市における自治基本

条例の意義と可能性につい

てわかりやすく解説された 

　立命館大学政策科学部 

　　　　　　見上崇洋教授 

会議所メンバーの意見が発表されると

ともに、熱い議論が交わされました 

   　
「
京
丹
後
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

の
制
定
を
す
す
め
る
会
」
は
、
十
月
十

九
日
に
先
進
地
視
察
と
し
て
、
兵
庫
県

篠
山
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

     　
平
成
十
一
年
四
月
に
四
町
の
合
併
に

よ
り
誕
生
し
た
篠
山
市
で
は
、
市
民
み

ん
な
で
篠
山
の
こ
と
を
考
え
よ
う
と
、

公
募
委
員
百
人
で
構
成
す
る
「
篠
山
市

百
人
委
員
会
」
を
設
置
。
そ
の
後
、
平

成
十
五
年
六
月
に
、
百
人
委
員
会
の
成

果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
地
域
課
題
解
決
の

た
め
に
、
公
募
委
員
と
小
学
校
区
単
位

の
地
域
代
表
者
（
自
治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

老
人
会
な
ど
）
百
三
十
一
人
で
構
成
す

る
「
篠
山
市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
を

設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
篠
山
市
が
め
ざ
す
「
参
画

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
だ
け

で
は
な
く
、
自
治
体
の
憲
法
と
も
言
わ

れ
る
自
治
基
本
条
例
の
制
定
が
必
要
で

あ
る
と
、
平
成
十
六
年
四
月
に
取
り
組

み
を
ス
タ
ー
ト
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
面

で
の
議
論
を
経
て
、
本
年
十
月
一
日
に
「
篠

山
市
自
治
基
本
条
例
」
を
施
行
さ
れ
ま

し
た
。 

　
条
例
制
定
ま
で
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、

公
募
市
民
二
十
六
人
と
学
識
者
三
人
で

構
成
す
る
策
定
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

特
に
、
市
民
と
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
は
、
公
募
市
民
が
分
担
し
て
座
長

や
説
明
者
を
務
め
る
な
ど
、
市
民
主
体

の
取
り
組
み
を
進
め
な
が
ら
、
条
例
素

案
を
作
成
し
、
市
長
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
地
方
自
治
に
つ
い
て
は
、
「
地

方
自
治
法
」
と
い
う
法
律
が
あ
り
ま
す
が
、

篠
山
市
で
は
、
こ
の
法
律
を
中
学
生
で

も
わ
か
る
「
篠
山
市
自
治
基
本
条
例
」

と
な
る
よ
う
に
、
策
定
委
員
の
公
募
を

中
学
生
以
上
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
実

際
に
は
十
九
歳
の
女
子
大
学
生
が
最
年

少
で
す
が
、
策
定
委
員
会
で
は
中
学
生

と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
そ
の
意
見
を

条
例
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
す
す
め
る
会
で
は
、
こ
の
篠
山
市
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
も
大
い
に
参
考
に

し
な
が
ら
、
現
在
、
条
例
素
案
の
骨
格

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現

段
階
で
の
す
す
め
る
会
の
考
え
方
を
踏

ま
え
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
思
い
を

お
聞
き
す
る
た
め
、
今
後
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
予
定
に
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　

平
成
十
三
年
に
、
北
海
道
の
ニ
セ
コ
町
で

施
行
さ
れ
た
「
ニ
セ
コ
町
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
」
を
は
じ
め
、
多
く
の
自
治
体
で
「
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
が
制
定
、
ま
た
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
」
あ
る
い
は
「
自
治
基
本
条
例
」
の
ど
ち

ら
の
名
称
に
す
る
か
は
そ
の
自
治
体
の
考
え

方
次
第
で
す
。 

　

す
す
め
る
会
で
は
、
自
治
の
本
旨
を
理
解

す
る
た
め
に
は
、
「
自
治
基
本
条
例
」
と
す

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た

が
、
合
併
し
た
ま
ち
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

て
い
く
と
い
う
視
点
と
、
市
民
が
主
体
と
い

う
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
に
は
、
「
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
」
が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
こ
の
名
称
を
つ
け
て
い
ま
す
。 

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
「
豆
知
識
」
③ 

《
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
と 

 

「
自
治
基
本
条
例
」
》 

　
京
丹
後
市
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
展
開
と
し
て
、
「
自
治
基
本
条
例
」

の
策
定
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い

る
社
団
法
人
京
丹
後
青
年
会
議
所
（
望

月
剛
理
事
長
）
が
、
十
月
二
十
一
日

に
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
峰
山

町
杉
谷
）
で
、
「
市
民
（
み
ん
な
）
で

つ
く
る
　
ま
ち
（
京
丹
後
市
）
の
ル

ー
ル
（
自
治
基
本
条
例
）」
と
題
し
て
、

「
自
治
基
本
条
例
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

か
れ
ま
し
た
。 

　
同
会
議
所
で
は
、
「
京
丹
後
市
で
つ

く
る
も
の
、
育
て
る
も
の
、
守
っ
て

い
く
も
の
は
何
だ
ろ
う
」
と
、
今
年

度
の
活
動
の
柱
と
し
て
、
自
治
体
の

憲
法
と
言
わ
れ
る
「
自
治
基
本
条
例
」

の
策
定
の
検
討
を
掲
げ
、
議
論
を
深

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
第
一
部
と
し

て
立
命
館
大
学
政
策
科
学
部
の
見
上

崇
洋
教
授
が
基
調
講
演
。
京
丹
後
市

に
お
け
る
自
治
基
本
条
例
の
意
義
と

可
能
性
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解

説
さ
れ
、
「
自
治
と
は
、
住
民
が
関
心

を
持
ち
、
声
を
出
す
こ
と
か
ら
は
じ

ま
る
。
京
丹
後
市
は
、
青
年
会
議
所

の
若
い
か
た
が
熱
心
に
議
論
さ
れ
る

な
ど
、
京
都
府
下
で
も
特
筆
す
べ
き

地
域
で
あ
り
、
将
来
が
期
待
で
き
る

と
確
信
し
て
い
る
」
と
熱
い
応
援
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
第
二
部
で
は
、
同
会
議
所

が
こ
れ
ま
で
議
論
し
て
き
た
内
容
を

発
表
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
い
て

行
わ
れ
た
意
見
交
換
で
は
、
同
条
例

の
必
要
性
や
、
合
併
か
ら
二
年
経
過

し
て
将
来
に
つ
い
て
検
証
す
る
時
期

で
あ
る
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
　 

 

先
進
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
！

先
進
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
！ 

篠
山
市
自
治
基
本
条
例

篠
山
市
自
治
基
本
条
例 
 

制
定
ま
で
の
経
過
と
進
め
方

制
定
ま
で
の
経
過
と
進
め
方 

先
進
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
！ 

篠
山
市
自
治
基
本
条
例 
 

制
定
ま
で
の
経
過
と
進
め
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恒
久
の
平
和
を
願
う

恒
久
の
平
和
を
願
う

恒
久
の
平
和
を
願
う

京
丹
後
市
戦
没
者
追
悼
式 

丹後ちりめんの祖の　遺徳をしのぶ丹後ちりめんの祖の　遺徳をしのぶ 森田翁慰霊祭 
　
丹
後
ち
り
め
ん
の
礎
を
築
い

た
森
田
治
良
兵
衛
の
偉
業
を
讃
え
、

十
一
月
一
日
に
常
立
寺
（
峰
山

町
吉
原
）
で
、
森
田
翁
顕
彰
会
（
会

長
・
錦
織
隆
峰
山
町
商
工
会
長
）

に
よ
る
「
慰
霊
祭
」
が
厳
か
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
丹
後
ち
り
め
ん
は
、
享
保
五

年
（
一
七
二
〇
年
）
に
、
峰
山

町
の
絹
屋
佐
平
治
（
後
に
森
田

治
良
兵
衛
と
改
名
）
が
、
京
都

の
西
陣
か
ら
秘
伝
の
技
術
を
持

ち
帰
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
、

以
来
、
丹
後
一
円
の
地
場
産
業

と
し
て
成
長
。
そ
の
功
績
を
讃

え
て
、
命
日
の
十
一
月
三
日
（
一

七
四
四
年
）
を
前
に
毎
年
「
慰

霊
祭
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
、
織
物
関
係
者
な
ど

約
四
十
人
の
参
列
者
は
、
読
経

の
後
、
森
田
翁
を
し
の
ぶ
と
と

も
に
、
ち
り
め
ん
の
復
興
を
願
い
、

墓
前
に
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。 

　
丹
後
ち
り
め
ん
の
祖
と
し
て

知
ら
れ
る
森
田
治
良
兵
衛
の
墓
は
、

以
前
、
峰
山
町
古
殿
に
あ
り
ま

し
た
が
、
年
月
を
経
て
墓
地
は

荒
れ
、
墓
石
の
土
台
は
痛
み
、

墓
参
り
に
来
ら
れ
て
も
墓
道
も

な
い
状
態
で
し
た
。 

　
こ
れ
で
は
、
郷
土
の
偉
大
な

恩
人
に
申
し
訳
な
い
と
、
昭
和

四
十
八
年
に
、
峰
山
町
商
工
会

を
は
じ
め
機
業
関
係
者
が
呼
び

か
け
「
森
田
翁
墓
碑
顕
彰
打
ち

合
わ
せ
会
」（
後
に
森
田
翁
墓
所

整
備
委
員
会
と
改
称
）
を
結
成
。

寄
附
を
募
り
、
昭
和
四
十
九
年

九
月
に
森
田
家
の
菩
提
寺
で
あ

る
常
立
寺
に
、
翁
を
は
じ
め
六

代
に
わ
た
る
後
裔
（
こ
う
え
い
）

の
十
二
の
墓
が
移
転
さ
れ
ま
し
た
。 

　
移
転
後
は
、
旧
峰
山
町
を
は

じ
め
商
工
会
や
機
業
関
係
団
体

が
「
森
田
翁
顕
彰
会
」
を
結
成

さ
れ
、
事
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
、

そ
の
遺
徳
を
後
世
に
伝
え
て
い

ま
す
。 

森田翁の遺徳をしのぶとともに、

ちりめんの復興を願いました 

　
先
の
大
戦
に
よ
り
尊
い
命
を
亡
く
さ
れ
た
か
た

を
追
悼
す
る
「
平
成
十
八
年
度
京
丹
後
市
戦
没
者

追
悼
式
」
を
十
一
月
八
日
に
、
京
都
府
丹
後
文
化

会
館
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
行
い
、
戦
没
者
の
遺
族

の
か
た
を
は
じ
め
来
賓
な
ど
約
四
百
五
十
人
が
、

三
千
二
百
有
余
の
戦
没
者
の
各
位
の
御
霊
（
み
た

ま
）
を
慰
め
、
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。 

　
午
前
十
時
か
ら
行
っ
た
式
典
は
、
白
菊
に
飾
ら

れ
た
祭
壇
に
向
か
い
参
列
者
全
員
で
黙
と
う
を
捧

げ
開
式
。 

　
中
山
市
長
が
「
我
が
国
は
、
戦
争
に
よ
り
散
華

（
さ
ん
げ
）
さ
れ
ま
し
た
多
く
の
か
た
の
尊
い
犠

牲
と
ご
参
列
の
皆
様
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
の
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
世
界
に
誇
る
経
済
大
国
、

ま
た
平
和
国
家
と
し
て
、
国
際
社
会
の
中
で
確
固

た
る
地
位
を
築
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
二
十
一
世
紀
の
今
日
に
お
い
て
、
い
ま
だ

に
世
界
中
で
は
紛
争
や
テ
ロ
行
為
な
ど

が
絶
え
ず
、
非
常
に
多
く
の
命
が
失
わ

れ
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。
最
近
に

お
き
ま
し
て
も
、
近
隣
国
に
よ
る
ミ
サ

イ
ル
発
射
や
、
地
下
核
実
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
世
界

中
の
人
々
の
平
和
と
安
全
の
願
い
を
踏

み
に
じ
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

は
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
が
、
互
い

に
助
け
合
い
、
生
か
し
合
い
、
支
え
合
う
、
そ
ん

な
利
他
の
愛
に
根
ざ
す
心
と
行
動
を
取
り
戻
し
、

こ
れ
を
育
み
深
め
な
が
ら
、
私
た
ち
と
し
て
、
古

く
か
ら
交
易
の
あ
っ
た
近
隣
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
と

も
に
、
手
を
携
え
て
利
他
や
慈
愛
に
あ
ふ
れ
る
こ

の
地
域
の
平
和
を
築
き
、
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
か
け
が
え

の
な
い
命
を
尊
（
た
っ
と
）
び
、
二
度
と
悲
惨
な

事
件
、
戦
争
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
世

界
の
恒
久
平
和
の
実
現
に
渾
身
（
こ
ん
し
ん
）
の

努
力
を
重
ね
る
こ
と
が
、
今
に
生
き
る
私
た
ち
の

成
す
べ
き
使
命
で
あ
る
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
来
賓
か
ら
追

悼
の
言
葉
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
遺
族
の
か
た
の
代
表
を
は
じ
め
、
中
山

市
長
、
来
賓
が
、
し
め
や
か
に
献
花
を
行
い
、
戦

没
者
各
位
の
御
霊
に
追
悼
と
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
、

世
界
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。 

三千二百有余の戦没者の各位の御

霊（みたま）を慰め、恒久平和へ

の誓いを新たにしました 

ま
ち
づ
く
り 

追
悼
・
慰
霊 
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京
都
府
選
挙
管
理
委
員
会
と
京
都

府
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
が
募
集

し
た
「
平
成
十
八
年
度
明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
」
で
、
間
人
小
学
校

の
木
佐
一
真
悟
さ
ん
（
一
年
生
）
と

新
山
小
学
校
の
多
賀
野
綾
音
さ
ん
（
三

年
生
）
が
京
都
府
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
賞
を
、
ま
た
溝
谷
小
学
校
の

吉
岡
直
亮
さ
ん
（
一
年
生
）、
宇
川
小

学
校
の
大
下
裕
也
さ
ん
（
三
年
生
）、

吉
原
小
学
校
の
山
根
実
佳
さ
ん
（
五

年
生
）
が
京
都
府
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
ほ
か
、

市
内
の
十
九
人
の
み
な
さ
ん
が
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
投
票
へ
の
参

加
と
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
の
推
進

を
目
的
に
募
集
さ
れ
た
も
の
で
、
府

内
二
、
三
〇
三
点
の
応
募
の
中
か
ら

選
ば
れ
、
入
賞
作
品
は
今
後
、
選
挙

啓
発
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ

な
ど
で
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
間
人
小
学
校
の
木
佐
一
真

悟
さ
ん
は
、
全
国
の
作
品
が
持
ち
寄

ら
れ
る
「
中
央
審
査
」
に
お
い
て
、「
都

道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
会

長
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

間人小学校１年生 

木佐一真悟さん 

新山小学校３年生 

多賀野綾音さん 

溝谷小学校１年生 

吉岡　直亮さん 

宇川小学校３年生 

大下　裕也さん 

吉原小学校５年生 

山根　実佳さん 

明るく　きれいな　選挙を願う明るく　きれいな　選挙を願う 明るく　きれいな　選挙を願う 

　
市
で
は
、
真
の
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ

し
、
女
性
が
抱
え
る
問
題
や
悩
み
を
解
決
す
る

た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
関
係
機
関
の
紹
介
を
行

う
「
女
性
問
題
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
育
成
講
座

を
こ
の
た
び
開
講
し
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
慣
習
や
し
き
た
り
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
を
見
直
し
、
新

た
な
発
想
と
行
動
に
よ
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
を
理
解
し
合
い
、
尊
重

し
合
い
な
が
ら
、
個
人
の
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、

行
動
の
指
針
と
な
る
「
京
丹
後
市
男
女
共
同
参

画
計
画
（
デ
ュ
エ
ッ
ト
プ
ラ
ン
二
一
）
」
を
策

定
し
、
環
境
整
備
や
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
な
ど
、
女
性
の
人
権
侵
害
に
関
す
る

相
談
を
は
じ
め
、
そ
の
ほ
か
女
性
が
抱
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
や
悩
み
に
対
応
す
る
た
め
、
専

門
相
談
員
（
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

に
よ
る
「
女
性
相
談
」
を
毎
月
二
回
実
施
。
加

え
て
今
回
、
地
域
で
の
身
近
な
相
談
体
制
の
充

実
を
図
る
た
め
「
女
性
問
題
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

の
育
成
を
め
ざ
し
、
初
め
て
同
講
座
を
開
講
し

ま
し
た
。 

　
養
成
講
座
は
、
今
年
度
に
基
本
編
、
ま
た
来

年
度
に
応
用
編
を
開
催
。
講
座
を
修
了
さ
れ
た

か
た
を
「
京
丹
後
市
女
性
問
題
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

と
し
て
登
録
し
、
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
男

女
共
同
参
画
の
実
現
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
設
置
予
定
の
「
京

丹
後
市
女
性
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
で
の
電
話
相

談
や
面
接
相
談
を
は
じ
め
、
地
域
に
お
け
る
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
女
性
の
問
題

解
決
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

　
同
講
座
に
は
、
定
員
を
大
き
く
上

ま
わ
る
四
十
二
人
が
参
加
さ
れ
、
女

性
の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー

ム
「
ウ
ィ
メ
ン
ズ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

京
都
」
に
所
属
さ
れ
て
い
る
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
臨
床
心
理

士
を
講
師
に
迎
え
、
女
性
が
抱
え
る

問
題
と
と
も
に
傾
聴
の
仕
方
や
電
話

相
談
の
特
徴
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
わ
た
る
女
性
支
援
策
に
つ
い
て

二
年
間
か
け
て
学
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。 

女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
悩

み
に
対
応
す
る
た
め
、
二
年
間
に
わ
た

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
女
性
施
策
な

ど
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す 

男女共同参画社会の実現に向け 

女性問題アドバイザーを養成 

男女共同参画社会の実現に向け 

女性問題アドバイザーを養成 健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ

あなたの健康 

　　応援します 

たんご協立診療所 

 　寺本　敬一所長 

〜
『
か
ぜ
』
症
候
群
〜

〜
『
か
ぜ
』
症
候
群
〜 

〜
『
か
ぜ
』
症
候
群
〜 

京都府舞鶴市出身 

1997年　国立滋賀医科大学卒業 

2002年　家庭医療学・専門研修（2年間） 

2004年　京都保健会　たんご協立診療所所長 

興味のある分野：家庭医療学 

　　　　　　　　（特に“患者中心の医療”） 

所属学会：日本家庭医療学会 

　　　　　日本内科学会 

　　　　　日本糖尿病学会 

　
寒
い
時
期
は
、『
か
ぜ
』（
ウ
イ
ル
ス
性
上

気
道
炎
）
が
増
え
ま
す
。
今
回
は
『
か
ぜ
』

に
つ
い
て
最
新
の
研
究
結
果
も
含
め
て
ご
紹

介
し
ま
す
。 

◆
『
か
ぜ
』
の
原
因
は
？ 

　
二
百
種
類
以
上
の
ウ
イ
ル
ス
。
　 

　
ラ
イ
ノ
、
コ
ロ
ナ
、
Ｒ
Ｓ
、
パ
ラ
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス 

◆
症
状
と
経
過
は
？ 

　
典
型
的
に
は
、
ま
ず
、
の
ど
痛
、
そ
の
後
、

鼻
水
、
咳
（
せ
き
）
。
熱
は
、
多
く
の
場
合

三
〜
四
日
以
内
に
下
が
り
ま
す
。
た
だ
し
、

鼻
水
、
咳
は
、
三
週
間
程
度
続
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
鼻
水
が
、
黄
色
い
だ
け
で

は
細
菌
感
染
し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

そ
の
ほ
か
の
症
状
と
し
て
は
頭
痛
、
関
節
痛
、

だ
る
さ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

◆
治
療
は
？ 

　
特
効
薬
は
、
未
だ
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
海
外
で
、
点
鼻
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
薬

が
開
発
中
で
す
。 

　
『
か
ぜ
』
の
ひ
き
始
め
か
ら
十
分
に
休
養
、

睡
眠
を
と
り
、
身
体
を
冷
や
さ
ず
、
十
分
に

水
分
を
摂
取
し
て
い
る
と
自
然
に
治
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
熱
さ
ま
し
、
咳
止
め
、

鼻
水
止
め
な
ど
は
、
症
状
を
和
ら
げ
る
だ
け

で
根
本
的
な
治
療
薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
熱

が
あ
る
ほ
う
が
、
む
し
ろ
『
か
ぜ
』
の
ウ
イ

ル
ス
を
体
が
や
っ
つ
け
や
す
い
の
で
、
熱
さ

ま
し
は
、
高
熱
で
水
分
が
摂
り
に
く
い
と
き

や
、
眠
り
に
く
い
と
き
だ
け
使
う
方
が
よ
い

で
す
。
ま
た
、
痰
（
た
ん
）
が
出
る
と
き
は
、

咳
止
め
よ
り
も
去
痰
薬
が
望
ま
し
い
で
す
。 

◆
『
か
ぜ
』
に 

　
　
抗
生
物
質
は
効
か
な
い
の
？ 

　
は
い
、
予
防
効
果
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

ば
か
り
か
常
在
菌
を
減
ら
し
、
耐
性
菌
を
増

や
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
『
か
ぜ
』
に
細

菌
感
染
が
重
な
っ
た
と
き
な
ど
、
医
師
が
必

要
と
認
め
た
と
き
の
み
、
必
要
な
期
間
内
服

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

◆
受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？ 

　
熱
が
、
四
日
以
上
続
い
た
り
、
水
分
が
摂

れ
な
く
な
っ
た
り
、
咳
、
痰
、
胸
痛
が
強
い

と
き
、
呼
吸
が
苦
し
い
と
き
や
、
二
〜
三
週

間
以
上
症
状
が
治
ま
ら
な
い
と
き
。 

◆ 

『
か
ぜ
』
と
似
た
病
気
は
？ 

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

　
突
然
発
熱
し
、
四
〜
七
日
間
続
く
、
だ
る

さ
が
強
い
、
流
行
性
が
強
い
。 

○
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
感
染
症 

　
熱
、
咳
が
続
く
割
に
元
気
。
肺
炎
で
も
飲

み
薬
で
治
る
こ
と
が
多
い
。 

○
百
日
咳 

　
高
熱
な
し
。
か
ぜ
症
状
の
後
、
発
作
性
の

咳
が
続
く
。
大
人
の
間
で
流
行
す
る
こ
と

あ
り
。 

○
溶
連
菌
感
染
症 

　
高
熱
、
強
い
の
ど
痛
。
鼻
水
、
咳
は
ほ
と

ん
ど
な
し
。 

○
喘
息
（
ぜ
ん
そ
く
） 

　
熱
は
な
い
が
、
咳
、
喘
鳴
が
長
引
く
、
季

節
の
変
わ
り
目
に
悪
化
し
や
す
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
… 

　
こ
れ
ら
の
病
気
に
は
、
適
切
な
薬
を
使
え

ば
早
く
治
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
医
師
は
、

そ
の
区
別
を
慎
重
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
難

し
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。 

◆
民
間
療
法
は
効
く
の
？ 

　
し
ょ
う
が
湯
、
は
ち
み
つ
、
レ
モ
ン
テ
ィ

ー
、
ね
ぎ
な
ど
。
科
学
的
に
証
明
は
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
副
作
用
は
な
い
の
で
、
試
し

て
み
て
も
悪
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
。 

◆ 

『
か
ぜ
』
の
予
防
は
？ 

　
人
ご
み
に
出
な
い
。
十
分
な
睡
眠
と
手
洗

い
、
う
が
い
、
マ
ス
ク
。
部
屋
の
加
湿
。 

◆
う
が
い
は
、
何
で
し
た
ら
い
い
の
？ 

　
イ
ソ
ジ
ン
う
が
い
と
、
水
う
が
い
で
は
効

果
に
違
い
は
な
い
と
す
る
デ
ー
タ
が
最
近
発

表
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
イ
ソ
ジ
ン
に
よ
る
粘
膜
障
害
の
可

能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
以
前
ほ

ど
積
極
的
に
は
勧
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
塩
水
派
、

紅
茶
派
な
ど
も
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
自
分

に
あ
っ
た
方
法
で
よ
さ
そ
う
で
す
。 

 

保

健

福

祉 

女
性
・
選
挙 
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京丹後市の医療について専門的な見地から審議 

　　　　　　　　　　「京丹後市医療改革改善推進会議」を設置 

会　長　笹野　　満 

副会長　安達　健蔵 

　　　　上田　　誠 

　　　　小松　慶三 

　　　　廣野　勇夫 

　　　　増田　至誠 

委員のみなさん委員のみなさん委員のみなさん

（敬称略） 

　

市
で
は
、
市
の
医
療
対
策
に
関

す
る
専
門
的
な
事
項
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
お
よ
び
審
議
す
る
「
京

丹
後
市
医
療
改
革
改
善
推
進
会
議
」

を
こ
の
た
び
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

　
市
の
医
療
対
策
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
六
年
度
か
ら
十
七
年
度
の

二
か
年
に
わ
た
っ
て
、
医
療
や
福

祉
関
係
者
を
は
じ
め
、
医
療
を
受

け
る
立
場
の
か
た
な
ど
で
構
成
す

る
「
京
丹
後
市
医
療
対
策
審
議
会
」

に
お
い
て
、
地
域
医
療
と
市
立
病

院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
審
議
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
年
三
月
に
は
医

師
不
足
の
対
策
や
経
営
改
善
策
な

ど
に
つ
い
て
答
申
を
い
た
だ
き
、

市
と
し
て
は
答
申
内
容
に
沿
っ
た

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
し
た
供
給

を
、
市
の
第
一
の
課
題
と
し
て
力

を
注
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
加
え
て
答
申
で
は
、
特
に
病

院
の
経
営
改
善
に
つ
い
て
は
「
専

門
的
な
知
識
を
有
す
る
メ
ン
バ
ー

で
組
織
を
設
置
し
検
討
す
べ
き
で

あ
る
」
と
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
今

回
、
北
丹
医
師
会
の
会
長
・
副
会

長
、
京
都
府
薬
剤
師
会
京
丹
後
支

部
長
、
税
理
士
、
元
久
美
浜
病
院

事
務
長
、
市
病
院
経
営
改
善
専
門

委
員
か
ら
な
る
同
推
進
会
議
を
設

置
。 

　

同
推
進
会
議
で
は
、
市
全
体
の

医
療
の
あ
り
方
と
と
も
に
、
医
師

不
足
問
題
や
市
立
病
院
の
経
営
改

善
な
ど
に
つ
い
て
の
現
状
分
析
、

問
題
点
の
把
握
、
ま
た
今
後
の
対

策
な
ど
に
つ
い
て
専
門
的
見
地
か

ら
調
査
・
研
究
い
た
だ
き
、
そ
の

結
果
を
市
長
に
報
告
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

　
十
月
十
八
日
に
開
い
た
第
一
回

会
議
で
は
、
会
長
に
笹
野
満
北
丹

医
師
会
会
長
を
、
ま
た
副
会
長
に

安
達
健
蔵
京
都
府
薬
剤
師
会
京
丹

後
支
部
長
を
選
任
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
会
議
の
進
め
方
な
ど
に
つ

い
て
協
議
。
推
進
会
議
を
代
表
し

笹
野
会
長
は
「
遠
慮
せ
ず
、
忌
憚

（
き
た
ん
）
の
な

い
意
見
を
い
た
だ

く
中
、
で
き
る
限

り
ベ
ス
ト
を
尽
く

し
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
話

さ
れ
ま
し
た
。 

　21世紀の本格的な高齢化社会をだれもが健やかで心

豊かに生活できる活力ある社会とするために、「健康

増進法」が制定され、全国の自治体においては健康づ

くりのための「地方計画」をつくることとなりました。 

　京丹後市においても、住民のみなさん一人ひとりが

幸せな人生を実感できる健康づくりを実現していただ

くために、各種健康づくり事業の充実や環境整備など

を盛り込んだ「健康増進計画」を策定することとして

おり、その一環として、昨年12月に健康に関するアン

ケート調査を実施しました。 

　今回は「喫煙」についての設問の中から概要をご紹

介します。 

健康増進計画アンケート調査 
結果の概要　④ 

健康増進計画アンケート調査 
結果の概要　④ 

■対象者および抽出方法 

　　市内に在住の成人男女　3,000人（無作為抽出） 

■調査期間　平成17年12月１日～12月15日 

■調査方法　郵送による配布・回収 

■回収結果　1,738人／3,000人 

■回 収 率　57.9％ 

　「現在、たばこを吸いますか」と尋ねたところ、「いいえ」が60.2％と最も高く、次いで「はい」が

20.5％、「過去に吸っていた」が13.3％となっています。 

Ｑ　あなたは、現在、たばこを吸いますか 

　この問いを男性の年代別でみますと、「はい」

という回答は20歳代、30歳代でそれぞれ49.1％、

54.3％と高くなっています。一方、「いいえ」

という回答は20歳代、60歳代でそれぞれ41.5％、

40.0％と高くなっています。 

　また、女性の年代別でみると、どの年代にお

いても「いいえ」という回答が６割以上と高く

なり、「はい」と「過去に吸っていた」という

回答は年代が上がるにつれて低くなっています。 

Ｑ　喫煙がおよぼす影響について知っていますか（複数回答） 

　喫煙しているかたの割合をみますと、全国の実績（平成８年保健福祉動向調査）では、全体が33.2％、男

性が55.1％、女性が13.3％であるのに対し、京丹後市では全体が20.5％、男性が38.1％、女性が6.3％と大

幅に低くなっていますが、全国の傾向と同様に男性の喫煙率が高くなっています。男性の喫煙しているかた

の割合を年代別にみると、30歳代で５割を超え、そのほか20歳代、40歳代、50歳代で４割を超えています。 

　また、喫煙がおよぼす健康影響についての知識の有無の割合を全国の実績値（平成15年国民健康・栄養

調査）と比べると、京丹後市では喫煙しているかたの割合が低いためか、全体的に低くなっています。特に、

「喘息（ぜんそく）」、「気管支炎」、「胃かいよう」、「妊娠に関連した異常」、「歯周病」が低くなっています。 

　「喫煙がおよぼす影響について知っていますか」と尋ねたところ、「肺がん」が79.2％と最も高く、次い

で「妊娠への影響（早産、低体重児出産）」が57.1％、「気管支炎」が51.7％となっています。 

　この問いを男性の年代別でみますと、「肺がん」

という回答はどの年代においても高くなってお

り、特に50歳代で90.5％となっています。 

　女性の年代別でみますと、「肺がん」という

回答はどの年代においても高くなっており、特

に20歳代で94.9％となっています。また、「妊

娠への影響（早産、低体重児出産）」という回

答は同じく20歳代で94.9％と高くなっています。 

※このアンケート調査のすべての設問については、京丹後市のホームページの「健

康ステーション」に「京丹後市健康増進計画アンケート調査の結果概要」として

掲載していますので、ご覧ください。 
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古切手で　
　　身近なボランティア
古切手で　
　　身近なボランティア
古切手で　
　　身近なボランティア

　
京
丹
後
市
社
会
福
祉
協
議
会
峰
山
支
所
で
は
、
「
古
切
手
」
の

収
集
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
古
切
手
」
の
収
集
は
、
知
的
障
害
の
あ
る
か
た
を
支
援
す
る

活
動
を
行
わ
れ
て
い
る
「
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部
」
と
連

携
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
も
の
で
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
温

か
い
善
意
に
よ
り
、
知
的
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
古
切
手
」
は
、
「
誕
生
日
あ
り

が
と
う
運
動
本
部
」
へ
送
付
さ
れ
、
同
本
部
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
み
な
さ
ん
が
、
す
て
き
な
「
古
切
手
シ
ー
ト
」
に
よ
み
が
え
ら

せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
バ
ザ
ー
で
販
売
。
そ
の
収
益
金
を

知
的
障
害
の
あ
る
か
た
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
啓
発
活
動

な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
捨
て
て
し
ま
う
だ
け
だ
っ
た
ハ
ガ
キ
や
封
書
に
貼
ら

れ
た
古
切
手
を
、
み
な
さ
ん
の
手
で
よ
み
が
え
ら
せ
る
身
近
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

■
古
切
手
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
構
い
ま

せ
ん
。 

■
古
切
手
の
周
り
約
一
セ
ン
チ

の
余
白
を
残
し
て
、

ハ
ガ
キ
や
封
筒
の
台
紙
ご
と
切
り
取
っ
て

く
だ
さ
い
。
（
消
印
が
鮮
明
で
あ
れ
ば
消
印

部
分
も
一
緒
に
切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
） 

京
丹
後
市
社
会
福
祉
協
議
会
峰
山
支
所
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不明・無回答
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20.5％

過去に
吸っていた

13.3％いいえ
60.2％

心臓病 

 脳卒中 

 肺がん 

 気管支炎 

 喘息（ぜんそく） 

 胃かいよう 

 歯周病 
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職
員
手
当
の
状
況
は
、
表
５
に
示
す
と
お

り
で
す
。 

　
期
末
手
当
・
勤
勉
手
当
は
、
年
間
四
・
四

五
か
月
分
で
国
家
公
務
員
と
同
じ
で
す
。 

　
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
は
、
国
の
制
度
と

同
じ
で
す
が
、
通
勤
手
当
に
つ
い
て
は
、
通

勤
距
離
区
間
を
細
か
く
わ
け
て
い
ま
す
。 

　
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
国
の
場
合
は
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
京
丹
後
市
は
、

府
内
六
市
十
四
町
村
十
五
組
合
で
組
織
し
て

い
る
京
都
府
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
に

加
入
し
て
お
り
、
こ
の
組
合
の
条
例
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

表５の１　職員手当の状況 
（平成18年４月１日現在） 

区　分 

期末手当 

勤勉手当 

退職手当 

京丹後市 

（18年度支給割合） 

　　　　  　期　末　　 勤　勉 

  6月期 1.4月分 0.725月分 

12月期 1.6月分 0.725月分 

    計 3.0月分 1.450月分 

※職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり 

（支給率）　自己都合　   勧奨・定年 

勤続20年
 23.50月分 30.55月分 

勤続25年 33.50月分 41.34月分 

勤続35年 47.50月分  59.28月分 

最高限度額  59.28月分 59.28月分 

 

その他の加算措置 

　定年前早期退職特別措置 

　　　　　　　　　（2%～20%加算） 

国 

（18年度支給割合） 

　　　　  　期　末　　 勤　勉 

  6月期 1.4月分 0.725月分 

12月期 1.6月分 0.725月分 

    計 3.0月分 1.450月分 

※職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり

（支給率）　自己都合　   勧奨・定年 

勤続20年 23.50月分 30.55月分 

勤続25年 33.50月分 41.34月分 

勤続35年 47.50月分  59.28月分 

最高限度額  59.28月分 59.28月分 

 

その他の加算措置 

　定年前早期退職特別措置 

　　　　　　　　　（2%～20%加算） 

表５の２　職員手当の状況 
（平成18年４月１日現在）  

区分 

 

 

 

扶養手当 

 

 

 

 

住居手当 

 

 

 

 

通勤手当 

内　　　　　　　　容 

○配偶者　13,000円 

○配偶者以外 

　①２人まで　それぞれ6,000円 

　　・職員に扶養親族でない配偶者がある場合は、そのうち１人について6,500円 

　　・職員に配偶者がいない場合は、そのうち１人について11,000円 

　②「①」以外　１人について5,000円 

　③満15歳に達する日後の最初の４月１日から満22歳に達する日以後の最初の

３月31日までの間にある子１人について5,000円を加算  

○新築・購入５年まで2,500円 

○借家は家賃に応じ上限は27,000円  

①交通機関などの利用者 

　６か月を超えない最長期間の定期代 

　　　　　　　　　　　　（限度額　１か月あたり55,000円） 

②自動車などの利用者（片道２㎞以上） 

　２㎞以上３㎞未満　3,000円 

　３㎞以上　１㎞増すごとに600円を3,000円に加算した額 

 最高支給限度額　24,500円 

③併用者　①+②の額（限度額　１か月あたり55,000円） 

職
員
手
当
の
状
況

職
員
手
当
の
状
況 

職
員
手
当
の
状
況 

　
表
２
は
、
職
員
の
初
任
給
の
状
況

を
表
し
た
も
の
で
す
。 

　
一
般
行
政
職
の
学
歴
別
初
任
給
を

国
家
公
務
員
と
比
べ
て
み
ま
す
と
、
三
・

七
％
減
額
前
の
額
で
は
同
じ
金
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
就
職
前
に
職
歴
な

ど
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
よ
ら

ず
そ
の
経
歴
と
実
情
に
配
慮
し
て
決

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
市
職
員
の
経
験
年
数
別
・

学
歴
別
平
均
給
料
月
額
の
状
況
は
表

３
の
と
お
り
で
す
。 

  

　
表
１
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日

現
在
の
一
般
行
政
職
、
技
能
労
務
職

職
員
お
よ
び
消
防
職
の
平
均
給
料
月

額
と
平
均
年
齢
の
状
況
で
す
。 

　
一
般
行
政
職
と
は
、
職
員
の
う
ち

税
務
職
、
医
師
、
医
療
技
術
職
、
看

護
師
、
消
防
職
、
企
業
職
、
保
健
師
、

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
技
能
労
務

職
な
ど
の
職
種
を
除
い
た
も
の
で
、

技
能
労
務
職
と
は
調
理
員
、
作
業
員
、

運
転
手
な
ど
を
い
い
ま
す
。 

　
な
お
、
平
均
給
与
月
額
に
は
、
給

料
お
よ
び
扶
養
・
通
勤
・
住
居
手
当

な
ど
を
含
み
、
給
料
と
は
本
俸
（
基

本
給
）
の
こ
と
で
す
。 

　
市
の
一
般
行
政
職
の
給
料
表
は
、

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
現
在
の
国

家
公
務
員
に
適
用
さ
れ
て
い
る
行
政

職
俸
給
表(

一)

に
準
じ
、
一
か
ら
八
級

ま
で
に
区
分
し
て
い
ま
す
。
表
４
は
、

平
成
十
八
年
四
月
一
日
現
在
の
級
別

職
員
数
を
表
し
た
も
の
で
す
。 

　
該
当
す
る
職
員
四
百
五
十
六
人
の

級
別
職
員
数
と
標
準
的
な
職
務
内
容
は
、

表
に
示
す
通
り
で
す
。 

表１　職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況 
（平成18年４月１日現在） 

　区分 

京丹後市 

一般行政職 技能労務職 消　防　職 

平均給料月額 

319,600円 

平均給与月額 

398,090円 

 平均年齢 

43歳1月 

平均給料月額 

296,900円 

平均給与月額 

318,570円 

 平均年齢 

48歳10月 

平均給料月額 

296,700円 

平均給与月額 

361,160円 

 平均年齢 

41歳1月 

（平成18年４月１日現在） 

図１　職員給与の状況 

（平成18年４月１日現在） 

（　）内は、 

　3.7％減額前の額 

表２　職員の初任給の状況 

区　分 

一般行政職 

 

大学卒 

 

高校卒 

国 

170,200円 

 

138,400円 

京丹後市 

163,903円 

（170,200円） 

133,280円 

（138,400円） 

（平成18年４月１日現在） 

表３　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 

区　分 
経験年数 

一般行政職 
大学卒 

高校卒 

20年以上25年未満 

　365,900円 

　324,100円 

10年以上15年未満 

273,300円 

228,200円 

15年以上20年未満 

　323,700円 

　272,400円 

職 員 給 与 の あ ら ま し  

平
均
給
料
月
額
、
平
均
給
与
月
額

平
均
給
料
月
額
、
平
均
給
与
月
額 

　
　
　
お
よ
び
平
均
年
齢
の
状
況

　
　
　
お
よ
び
平
均
年
齢
の
状
況 

初
任
給
と
経
験
年
数
別
給
料

初
任
給
と
経
験
年
数
別
給
料 

級
別
職
員
数

級
別
職
員
数 

 

　
図
１
は
、
平
成
十
八
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
に
計
上
し
た
職
員
給
与

費
の
状
況
で
す
。 

　
職
員
数
は
、
八
百
四
十
一
人
を
対

象
と
し
、
給
与
の
総
額
は
四
十
八
億

九
千
五
十
万
円
で
、
一
人
当
た
り
五

百
八
十
二
万
円
に
な
り
ま
す
。 

　
そ
の
他
の
手
当
と
は
、
扶
養
・
通
勤
・

時
間
外
勤
務
手
当
な
ど
で
、
退
職
手

当
は
含
ん
で
い
ま
せ
ん
。 

職
員
給
与
費
の
状
況

職
員
給
与
費
の
状
況 

職
員
給
与
費
の
状
況 

 

　
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
出
総
額
三
百
八
億
八
千
六
百
三
十

二
万
円
で
、
こ
の
う
ち
人
件
費
が
六

十
九
億
四
千
四
百
四
十
三
万
円
と
な
り
、

り
、
歳
出
の
二
二
・
五
％
を
占
め
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
人
件
費
に
は
、
職
員
の
給
与

を
は
じ
め
、
市
長
な
ど
の
常
勤
特
別
職
、

市
議
会
議
員
・
各
種
委
員
会
委
員
な

ど
の
非
常
勤
特
別
職
に
支
払
う
給
料
・

報
酬
な
ど
も
含
ん
で
い
ま
す
。 

人
件
費
の
状
況

人
件
費
の
状
況 

人
件
費
の
状
況 

平
均
給
料
月
額
、
平
均
給
与
月
額 

　
　
　
お
よ
び
平
均
年
齢
の
状
況 

初
任
給
と
経
験
年
数
別
給
料 

級
別
職
員
数 

給　料 
31億4,836万円 
（64.4％） 

合　計　48億9,050万円　　職員数 841人 

期末・勤勉手当 
12億5,727万円 
（25.7％） 

その他の手当 
4億8,487万円 
（9.9％） 

　地方公務員の給与は、地方公務員法の趣旨に沿った給与制度とその運用

が図られ、適正な給与水準を維持し、加えて、地方公務員の給与が地域住

民の租税負担によってまかなわれていることを考えると、市民のみなさん

の納得と支持が得られるものでなければなりません。そのためにも、適正

な給与制度およびその運用を図る必要があります。 

　そこで、「平成18年度地方公務員給与実態調査」などをもとに、本市の

職員給与などの状況を公表します。 

　ここで公表します給与などは、すべて税や保険料などを差し引く前の額

で、いわゆる手取り額ではありません。また、平成18年度については、

一般職の職員（医師を除きます）の給料月額は3.7％を減額しています。 

（平成18年４月１日現在） 
表４　一般行政職の級別職員数の状況 

区分 

標準的な 

職務内容 

職 員 数 

構 成 比 

１級 

 

 

  0人 

0.0%

２級 

 

 

9人 

2.0%

３級 

 

 

38人 

8.3%

４級 

 

 

117人 

25.7%

５級 

主　任 

145人 

31.8%

７級 

課長、 

主幹 

59人 

12.9%

計 

 

  

456人 

100.0%

  ８級 

部長、 

市民局長 

  18人 

  3.9%

６級 

課長補佐 

、主査 

70人 

15.4%

主事補、技師補、主事、技師 

職

員

給

与 

職

員

給

与 
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（平成18年４月１日現在） 

（各年４月１日現在・単位人） 

（各年４月１日現在） 

表６　特別職の報酬等の状況 

表７　部門別職員数の推移 

表８　定員適正化計画と進捗状況 

 

市　長 

 

助　役 

 

収入役 

議　長 

副議長 

議　員 

給料月額等（条例） 

（下段：平成17年度） 

880,000円 

（920,000円） 

710,000円 

（740,000円） 

640,000円 

（670,000円） 

450,000円  

400,000円  

380,000円  

平成18年度の 

措置（抑制後） 

792,000円 

 

639,000円 

 

576,000円 

427,500円 

380,000円 

361,000円 

区　　分 

給
　
　
料 

報
酬 

期末手当 

 

  

 

６月期　1.60月分 

12月期　1.75月分 

　計 　  3.35月分 

※加算措置あり 

 
　
特
別
職
の
報
酬
等
の
状
況
は
、
表

6
の
と
お
り
で
す
。
市
長
や
市
議
会

議
員
な
ど
特
別
職
の
報
酬
は
、
特
別

職
報
酬
等
審
議
会
の
審
議
を
経
た
う
え
、

市
議
会
の
議
決
を
得
て
改
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
平
成
十
八
年
度
に
つ
い
て
は
、

同
表
で
示
す
と
お
り
、
市
長
・
助
役
・

収
入
役
の
給
料
月
額
は
、
一
〇
％
を
、

市
議
会
議
員
の
報
酬
は
五
％
を
減
額

し
て
い
ま
す
。 

特
別
職
の
報
酬

特
別
職
の
報
酬 
特
別
職
の
報
酬 

 

　
部
門
別
職
員
数
は
、
表
７
の
と
お

り
で
す
。 

　
職
員
数
は
、
一
般
職
に
属
す
る
職

員
数
で
、
市
職
員
の
身
分
を
保
有
す

る
休
職
者
を
含
み
、
派
遣
職
員
、
臨

時
職
員
、
非
常
勤
職
員
を
除
い
て
い

ま
す
。 

　
平
成
十
八
年
四
月
一
日
現
在
の
総

職
員
数
は
千
二
百
八
人
で
、
前
年
と

比
べ
四
十
二
人
減
っ
て
い
ま
す
。 

部
門
別
職
員
数

部
門
別
職
員
数 

部
門
別
職
員
数 

 

　
定
員
適
正
化
計
画
と
進
捗
状
況
は
、

表
８
の
と
お
り
で
す
。 

　
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
が
極

め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て
、
普
通

会
計
の
総
人
件
費
が
市
税
収
入
を
超

え
な
い
こ
と
を
目
標
と
し
た
「
定
員

適
正
化
計
画
」（
平
成
十
八
年
か
ら
平

成
二
十
二
年
の
五
年
間
）
を
策
定
し
、

適
正
な
定
員
管
理
の
一
層
の
推
進
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

定
員
適
正
化
計
画
と
進
捗
状
況

定
員
適
正
化
計
画
と
進
捗
状
況 

定
員
適
正
化
計
画
と
進
捗
状
況 

■参考ホームページ 

　◆総務省のホームページアドレス 

　　地方公共団体の定員･給与の状況 

　　　http://www.soumu.go.jp/c-gyousei/teiin-kyuuyo.html 

　　地方公共団体給与情報等公表システム 

　　　http://www.soumu.go.jp/c-gyousei/j-k_system/index.html 

　◆京都府のホームページアドレス 

　　京都府市町村の給与・定員管理の状況 

　　　http://www.pref.kyoto.jp/tiho/kyuyo.html 

　　京都府の人事行政の運営等について 

　　　http://www.pref.kyoto.jp/jinji/unei.html 

　◆京丹後市のホームページアドレス 

　　人事行政 

　　　http://www.city.kyotango.kyoto.jp/kyotango/jinjigyosei/index.html

 

部　門 

 

 

 

一般行政

部　　門 

 

 

 

 

特別行政

部　　門 

 

 

公営企業等

会計部門 

区　分 

 

議　会 

総　務 

税　務 

民　生 

衛　生 

農林水産 

商　工 

土　木 

小　計 

教　育 

消　防 

小　計 

病　院 

水　道 

下水道 

その他 

小　計 

 

区分 

一般行

政部門 

特別行

政部門 

小　計

公営企業等

会計部門 

合　計 

年度 

 

職員数 

対前年比 

職員数 

対前年比 

職員数 

対前年比 

職員数 

対前年比 

職員数 

対前年比 

17年度 

（計画年） 

620 

－ 

229 

－ 

849 

－ 

98 

－ 

947 

－ 

18年度 

582 

△38 

228 

△1 

810 

△39 

96 

△2 

906 

△41

19年度 

550 

△32 

218 

△10 

768 

△42 

93 

△3 

861 

△45

20年度 

508 

△42 

207 

△11 

715 

△53 

88 

△5 

803 

△58

21年度 

461 

△47 

194 

△13 

655 

△60 

84 

△4 

739 

△64

22年度 

446 

△15 

191 

△3 

637 

△18 

80 

△4 

717 

△22

計 

 

△174 

 

△38 

 

△212 

 

△18 

 

△230

18年度実績 

590 

△30 

225 

△4 

815 

△34 

97 

△1 

912 

△35

合　　計 

 

平成16年 

5 

127 

42 

251 

67 

67 

31 

35 

625 

138 

95 

233 

323 

27 

21 

35 

406 

1,264

職員数（人） 対前年増減数（人）  

平成17年 

5 

126 

42 

249 

67 

62 

33 

36 

620 

135 

94 

229 

320 

26 

21 

34 

401 

1,250

 

平成18年 

5 

128 

33 

234 

62 

59 

31 

38 

590 

129 

96 

225 

313 

26 

21 

33 

393 

1,208

 

平成16年 

△7 

△23 

0 

1 

5 

5 

5 

△4 

△18 

△8 

3 

△5 

2 

△4 

6 

△2 

2 

△21

 

平成17年 

0 

△1 

0 

△2 

0 

△5 

2 

1 

△5 

△3 

△1 

△4 

△3 

△1 

0 

△1 

△5 

△14

 

平成18年 

0 

2 

△9 

△15 

△5 

△3 

△2 

2 

△30 

△6 

2 

△4 

△7 

0 

0 

△1 

△8 

△42

（地方公共団体定員管理調査、ただし教育長は除きます） 

（医療職給料表適用職員を除く計画です） 

住
民
税
・
所
得
税 

職

員

給

与 

あなたの住民税・所得税が変わります！！ 
■平成19年から税源移譲により、住民税と所得税の税率が変わります 

　「地方のことは地方で」という方針のもと、地方分権を積極的に進めていく「三位一体改

革」が実現します。その柱といえるのが、今回の「税源移譲」です。       

　「税源移譲」とは、住民税（地方税）と所得税（国税）の税率を変えることで、地方の税

収が増え、国の税収が減ることになり、およそ３兆円の税源が、国から地方へ移譲されます。 

住民税　平成19年６月分から適用　３段階の税率から、一律10％に統一       

所得税　平成19年１月分から適用　４段階の税率を、６段階に細分化  

■住民税（市民・府民税）所得割の税率 

課税所得 

200万円以下 

200万円を超え700万円まで 

700万円超え 

改　正　前 

税率 

5% 

10% 

13%

速算控除額 

0円 

100,000円 

310,000円 

改正後（平成19年度課税分） 

税　率   

 

一律10％ 

速算控除額 

 

0円 

■所得税の税率 

課税所得 

 

330万円まで 

 

900万円まで 

1,800万円まで 

1,800万円超え 

改　　正　　前 

税率 

 

10% 

 

20% 

30% 

37%

速算控除額 

 

０円 

 

330,00円 

1,230,000円 

2,490,000円 

改正後（平成19年中所得分） 

課税所得  

195万円まで  

330万円まで  

695万円まで  

900万円まで  

1,800万円まで  

1,800万円超え 

税率 

5% 

10% 

20% 

23% 

33% 

40%

速算控除額 

0円 

97,500円 

427,500円 

636,000円 

1,536,000円 

2,796,000円 

※速算控除額とは、税額を算出する際に控除する金額です。 

　税額（100円未満切捨て）＝（課税所得×税率）－速算控除額  

ほとんどのかたが、１月分から所得税が減り、６月分からの住民税が増えることになります。 

「住民税＋所得税」の負担は基本的には変わりません。 

■定率減税が廃止されます 

税額の10％相当額を減額（12.5万円を限度）   

税額の7.5％相当額を減額（２万円を限度） 

所得税 

住民税 

平成19年１月納税分から廃止 

平成19年６月納税分から廃止 

昭和15年１月２日以前に生まれたかたの住民税の老年者非課税措置が廃止されましたが、経過措置がとら

れています 

何が変るの？ 

どう変るの？ 

平成18年 平成19年以降 

➡

➡

➡合計所得金額 

125万円以下のかた 

非課税 

平成17年度 

平成18年度は税額を３分の１に減額    

平成19年度は税額を３分の２に減額    

平成20年度以降は、全額負担  

平成18年以降 

あなたの住民税・所得税が変わります！！ あなたの住民税・所得税が変わります！！ 

平成18年12月 平成18年12月 広報きょうたんご広報きょうたんご
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あ
な
た
の
声
を
市
政
に

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

　ご意見箱へのご意見には、お名前や連絡先をご

記入いただいているかたにつきましては、直接お

答えもさせていただいています。一方、お名前や

住所などの連絡先の記入のないものにつきまして

は、市のホームページおよび広報紙でお答えして

います。ホームページには随時掲載していますが、

広報紙は月に１回の発行であり、どうしてもお答

えを掲載するのに時間がかかってしまいます。ま

た、広報紙では紙面が限られているためご意見や

お答えを一部割愛して掲載することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先などが記されていた

ご意見では、ご意見の内容を確認させていただき、

できる限り正確でていねいな回答をお返しするよ

うに努めています。お名前や連絡先などが記され

ていないご意見につきましては、再質問的に何度

もいただいているご意見もあります。正確な回答

をできるだけ速やかにお返しするために、住所を

はじめ、お名前・連絡先などをぜひご記入くださ

い。 

★★投稿に際してのおねがい★★★★投稿に際してのおねがい★★ ★★投稿に際してのおねがい★★ 

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
す
る
な
ど

の
応
援
を
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
京
丹
後
市
在
住
お
よ
び
出
身
者
の

か
た
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
文
化
・
芸

術
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
も
、
た
い
へ

ん
多
く
の
か
た
が
、
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
市
と
し
ま
し
て
も
、
す
べ
て
の
か
た

を
広
報
紙
な
ど
で
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
難
し

い
側
面
が
あ
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

を
し
な
が
ら
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
や
市
民
の
み
な
さ
ん
に
対
し
ま
し
て
、
で

き
る
限
り
の
応
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

【
秘
書
広
報
広
聴
課
】 

市
の
振
込
取
扱
金
融
機
関
に 

郵
便
局
が
な
い
た
め
困
り
ま
す 

　
京
丹
後
市
か
ら
の
振
込
口
座
が
郵
便
局
以

外
と
な
っ
て
い
て
困
る
。
新
た
に
、
そ
の
た

め
だ
け
に
口
座
を
開
く
必
要
が
あ
り
、
改
善

し
て
ほ
し
い
。 

　
ま
た
、
現
金
の
受
け
取
り
を
希
望
し
て
も
、

市
民
局
で
は
取
り
扱
っ
て
も
ら
え
な
い
た
め
、

本
庁
ま
で
行
く
必
要
が
あ
り
、
遠
く
、
お
金

も
必
要
。
何
と
か
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
無
記
名
】 

市
指
定
金
融
機
関
か
ら
の
支
払
い 

に
ご
理
解
く
だ
さ
い 

　
京
丹
後
市
が
行
う
支
払
い
は
、
市
指
定
金

融
機
関
を
通
じ
、
全
国
ど
こ
の
金
融
機
関
口

座
へ
も
振
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
郵

便
局
は
、
金
融
機
関
の
加
盟
す
る
全
銀
シ
ス

テ
ム
（
注
参
照
）
に
参
入
し
て
い
な
い
た
め
、

市
指
定
金
融
機
関
か
ら
郵
便
局
へ
の
振
り
込

み
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
市
が
振
り
込

む
口
座
に
は
、
郵
便
局
以
外
の
金
融
機
関
を

指
定
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
府
内
の
ほ
か
の
市
町
村
に
お
い
て
も
、
指

定
金
融
機
関
か
ら
郵
便
局
へ
の
振
り
込
み
は

同
様
の
扱
い
と
う
か
が
っ
て
お
り
ま
す
） 

　
ま
た
、
市
か
ら
の
支
払
い
は
原
則
と
し
て

口
座
振
込
に
よ
り
ま
す
が
、
特
別
な
事
情
で

現
金
受
け
取
り
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、

本
庁
に
あ
る
派
出
の
指
定
金
融
機
関
の
窓
口

で
、
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ほ
か
の
庁
舎
に
は
指
定
金
融
機
関
の
派

出
が
な
い
た
め
、
本
庁
ま
で
受
け
取
り
に
来

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

来
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
情
が
あ
る

場
合
は
、
委
任
状
な
ど
で
代
理
の
か

た
が
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

そ
の
こ
と
を
会
計
課
ま
で
ご
連
絡
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、

ど
う
か
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
会
計
課
】 

（
注
）
全
銀
シ
ス
テ
ム
と
は
内
国
為

替
制
度
の
こ
と
で
す
。
振
り
込
み
依

頼
し
た
場
合
な
ど
に
お
い
て
、
金
融

機
関
同
士
の
決
済
を
行
う
た
め
の
仕

組
み
で
、
振
込
・
送
金
な
ど
金
融
機

関
か
ら
の
為
替
取
引
に
関
す
る
デ
ー

タ
処
理
は
全
銀
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て

行
わ
れ
ま
す
。 

職
員
の
飲
酒
運
転
に
対
す
る 

懲
罰
規
定
に
つ
い
て 

　
公
務
員
の
飲
酒
運
転
事
故
の
処
分
に
つ
い

て
、
全
国
的
に
飲
酒
運
転
撲
滅
の
機
運
が
高

ま
る
中
、
率
先
し
て
懲
罰
規
定
が
策
定
さ
れ
、

一
市
民
と
し
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

　
「
飲
酒
運
転
イ
コ
ー
ル
失
職
は
、
死
刑
宣

告
と
同
じ
で
、
い
き
過
ぎ
だ
」
と
言
う
知
事

も
い
ま
し
た
が
、
公
務
員
ば
か
り
で
は
な
く
、

大
人
と
し
て
飲
酒
運
転
は
だ
め
だ
と
い
う
こ

と
は
常
識
で
す
。 

　
私
は
、
自
動
車
を
運
転
し
て
帰
る
の
で
飲

み
ま
せ
ん
と
い
う
バ
ッ
ジ
を
胸
に
し
て
、
懇

親
会
な
ど
に
出
席
す
る
企
業
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
公
務
員
も
市
民
も
そ
ん
な
バ
ッ
ジ
を

飲
む
前
に
付
け
た
い
で
す
ね
。 

【
市
内
・
男
性
】 

飲
酒
運
転
の
禁
止
に
つ
い
て 

引
き
続
き
徹
底
し
て
い
き
ま
す 

　
市
で
は
、
九
月
二
十
五
日
付
け
で
文
書
に

よ
り
、
飲
酒
運
転
を
行
っ
た
場
合
の
懲
戒
の

基
準
（
免
職
処
分
）
に
つ
い
て
、
職
員
に
対

し
通
知
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
二
日
酔

い
に
よ
る
飲
酒
運
転
に
つ
い
て
も
、
職
員
に

再
認
識
を
図
る
た
め
、
周
知
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
飲
酒
運
転
を
行
わ
な
い
よ
う
指

導
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

【
人
事
課
】 

  

信
号
機
の
あ
る
交
差
点
に 

名
前
を
つ
け
て 

　
信
号
の
あ
る
交
差
点
に
、
「
◯
◯
駅
前
」

や
、
「
（
地
名
）
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
名
前

を
つ
け
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
（
豊

岡
市
な
ど
で
は
既
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
） 

　
名
前
を
つ
け
る
と
、
地
図
に
も
掲
載
さ
れ
、

観
光
シ
ー
ズ
ン
の
混
雑
も
減
る
と
思
い
ま
す
。 

【
無
記
名
】 

主
要
交
差
点
へ
の
わ
か
り
や
す
い 

名
称
づ
け
を
推
進
し
て
い
き
ま
す 

　
市
内
の
道
路
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

道
に
つ
い
て
は
京
丹
後
市
、
国
・
府
道
は
京

都
府
が
道
路
管
理
者
と
な
っ
て
、
維
持
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
内
で
信
号
の
あ
る
交
差
点
は
、

百
二
十
二
か
所
（
国
道
七
十
三
か
所
、
府
道

三
十
四
か
所
、
市
道
十
五
か
所
「
京
都
府
警

察
調
べ
」
）に
上
り
ま
す
。 

　
ご
意
見
の
あ
っ
た
「
信
号
の
あ
る
交
差
点

に
名
称
を
つ
け
る
」
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、

国
・
府
道
を
管
理
し
て
い
る
京
都
府
に
問
い

合
わ
せ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
市
内
の
主
要
交
差

点
に
わ
か
り
や
す
い
名
称
を
つ
け
る
事
業
に
、

既
に
今
年
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
、

具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て
、
検
討
さ
れ
る

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
で
は
、
府
に
よ
る
事
業
を
よ
り

推
進
し
、
観
光
な
ど
で
快
適
に
お
越
し
い
た

だ
け
る
よ
う
、
府
に
対
し
て
お
願
い
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

【
管
理
課
】 

竹
野
川
の
洪
水
防
止
の
た
め 

川
底
の
早
急
な
改
善
を 

　
竹
野
川
流
域
で
は
、
雨
が
降
る
と
毎
回
、

川
の
水
位
が
大
幅
に
増
し
て
し
ま
い
、
安
心

し
て
生
活
で
き
ま
せ
ん
。
台
風
二
十
三
号
の

と
き
も
、
私
の
住
ん
で
い
る
地
区
一
帯
は
、

ほ
と
ん
ど
が
浸
水
を
し
ま
し
た
が
、
あ
れ
か

ら
だ
い
ぶ
過
ぎ
て
い
て
も
、
危
険
地
域
の
河

川
の
改
善
が
、
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
い
い
ほ

ど
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

　
丹
後
町
で
は
、
今
年
七
月
の
豪
雨
の
と
き

も
、
あ
と
少
し
で
浸
水
す
る
と
こ
ろ
で
、
ひ

や
ひ
や
し
ま
し
た
。
川
底
が
せ
り
あ
が
っ
て

い
て
は
、
水
位
が
警
戒
域
に
達
す
る
の
は
当

然
で
す
。
早
急
に
改
善
し
て
ほ
し
い
で
す
。

ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
と
七
月
の
丹
後
町
間
人

の
よ
う
な
人
災
か
自
然
災
害
か
わ
か
ら
な
い

よ
う
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
改
善

し
た
か
た
ち
を
み
せ
て
ほ
し
い
で
す
。
な
お
、

今
回
の
こ
と
に
限
ら
ず
、
ほ
か
の
地
域
に
も

早
急
に
措
置
を
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。 

【
市
内
・
男
性
】 

防
災
に
お
け
る
有
効
な
手
法
と
し

て
早
期
実
施
に
努
め
ま
す 

　
ご
意
見
の
あ
り
ま
し
た
件
に
つ
い
て
、
竹

野
川
の
河
川
管
理
者
で
あ
る
京
都
府
丹
後
土

木
事
務
所
に
照
会
し
た
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

　
「
近
年
、
地
球
温
暖
化
な
ど
に
よ
り
気
象

状
況
が
変
化
し
、
局
地
的
な
豪
雨
や
短
時
間

の
集
中
豪
雨
が
頻
繁
（
ひ
ん
ぱ
ん
）
に
発
生

す
る
中
で
、
河
川
の
増
水
の
機
会
が
増
え
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
竹
野
川
に
つ
き
ま
し
て
は
、
局
地
的
な
河

川
改
修
は
実
施
し
て
い
る
も
の
の
、
す
べ
て

の
河
川
に
わ
た
る
河
川
改
修
計
画
は
策
定
さ

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
河
川
改
修
を
進

め
る
上
で
は
、
今
後
多
く
の
時
間
や
多
額
の

費
用
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
よ
っ
て
、
現
実
的
な
対
応
と
し
て
は
、
ご

意
見
に
あ
り
ま
し
た
川
底
を
浚
渫
（
し
ゅ
ん

せ
つ
・
土
砂
な
ど
を
取
り
除
く
こ
と
）
す
る

方
法
が
最
適
と
考
え
て
い
ま
す
。
竹
野
川
の

浚
渫
に
つ
き
ま
し
て
も
、
毎
年
、
京
丹
後
市

を
通
し
て
地
元
か
ら
の
浚
渫
要
望
を
出
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
府
と
し
て
緊
急
性
の
高

い
と
こ
ろ
か
ら
順
次
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
浚
渫
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

京
丹
後
市
を
通
し
て
、
要
望
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
の

こ
と
で
し
た
。 

　
京
丹
後
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
竹
野
川

の
浚
渫
に
つ
い
て
は
、
防
災
に
お
け
る
有
効

な
手
法
で
あ
り
、
京
都
府
に
対
し
て
要
望
を

行
い
、
早
期
に
浚
渫
の
実
績
を
上
げ
て
い
く

よ
う
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
河

川
改
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
重
要
な
課
題
と

と
ら
え
、
今
後
と
も
京
都
府
に
対
し
て
、
事

業
促
進
の
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
な
お
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
地
域

の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
よ
り
効

果
的
に
実
態
把
握
も
可
能
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

【
管
理
課
】 

ス
ポ
ー
ツ
で
が
ん
ば
る
子
ど
も
た

ち
を
も
っ
と
、
と
り
あ
げ
て 

　
も
う
い
か
げ
ん
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
の
は
レ

ス
リ
ン
グ
ば
っ
か
り
で
、
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ

で
も
が
ん
ば
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
多

く
い
ま
す
。
全
国
大
会
に
い
か
な
け
れ
ば
認

め
て
も
ら
え
な
い
の
で
す
か
。 

【
無
記
名
】 

で
き
る
限
り
多
く
の
活
躍
さ
れ
る

か
た
を
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す 

　
市
内
の
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
、
野
球
や

サ
ッ
カ
ー
、
柔
道
、
陸
上
、
ス
キ
ー
、
水
泳

な
ど
、
レ
ス
リ
ン
グ
以
外
の
多
く
の
種
目
で
、

夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
た
い
へ
ん
う
れ
し
く
誇
ら
し
い
こ
と

で
あ
り
、
世
界
的
な
大
会
や
、
全
国
的
な
大

会
に
出
場
さ
れ
た
か
た
を
中
心
に
、
市
の
広 
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市立図書館　ご案内市立図書館　ご案内

12月の休館日 
11日（月）・18日（月）・23日（土） 

25日（月）・28日（木）～31日（日） 

１月の休館日 
１日（月）～４日（木）・８日（月）・９日（火） 

開 館 時 間：10：00～18：00 
峰山・あみの図書館は、水曜日のみ19：00まで 

 
※峰山・あみの図書館には、ブックポストがあります
ので、休館日の返却にご利用ください。 
※休館日は、本紙発行日の12月８日以降、次号発行日
の１月10日までを掲載しています。 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
七

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
七 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
七

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
七 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
七 

〜
久
美
浜
町
如
意
寺

〜
久
美
浜
町
如
意
寺 

 

　
　
木
造
扁
額
（
も
く
ぞ
う
へ
ん
が
く
）
〜

　
　
木
造
扁
額
（
も
く
ぞ
う
へ
ん
が
く
）
〜 

〜
久
美
浜
町
如
意
寺 

 

　
　
木
造
扁
額
（
も
く
ぞ
う
へ
ん
が
く
）
〜 

大宮図書室 中学生の職場体験 

ブックスタート ブックスタート 

丹後図書室 えほんのへや　おはなし会 

峰山図書館 手品の演じ方講習会 

　10月28日に、「手品の演じ方講習会」（峰山読み聞

かせ推進活動実行委員会主催）が開催されました。 

　講師の岩田泰子さんが、手品の魅力について紹介さ

れ、ミニマジックショーや種あかしの後、参加者それ

ぞれが手品に挑戦し、演じ方のコツを学びました。 

　今後、参加者のみなさんが、学校や保育所、老人ホ

ーム、各種イベントなど地域のさまざまな場で、ボラ

ンティアとして披露され、市民のみなさんに夢を与え

るマジックで盛り上がることを願っています。 

市
の
文
化
財 

市
立
図
書
館 

『かもめ食堂』　（幻冬舎） 

群　ようこ　著 

　場所はフィンランドのヘルシンキ。そこで一人の

日本人女性が開いた「かもめ食堂」を舞台として、

さまざまなほほえましい事件が起こります。 

　登場人物もみんな心に傷をもっていて、だからこ

そほかの人にも優しくて、「かもめ食堂」に集まる人々

が少しずつ、それまでより元気になっていきます。 

　今を前向きに生きようとする姿が描かれ、「こう

いう考え方もいいな」と主人公が一つひとつ心を込

めて握るおにぎりのように、ふっと温かくなるよう

な作品です。 

　　本書を所蔵している館 

　　　　　　　　　　　峰山図書館・あみの図書館 

　　　　　　　　　　　弥栄図書室・丹後図書室 

おすすめの本おすすめの本

　４か月検診時に、ブックスタートの案内をするとと

もに、検診の待

ち時間を使いボ

ランティアのみ

なさんが読み聞

かせを行ってい

ます 

　10月５日に「職場体験学習」として、大宮中学校の

２人の生徒のかたに「オオカミくんはピアニスト」と

「まいごのマイロ」の絵本の読み聞かせを行っていた

だきました。 

　初々しい語

り口に、図書

室に来られた

小さなお客さ

んは、じっと

耳を傾けて聞

いていました。 

　10月14日に「えほんのへや おはなし会」を丹後地

域公民館で開催しました。 

　幼児から小学生まで親子約70人の参加者が、大型絵

本の読み聞かせ、パネルシアター、おりがみ教室など

で楽しいひと

ときを過ごし

ました。なか

でも、おり紙

教室では、参

加者は「秋の

味覚」をテー

マにした作品

づくりに熱心

に取り組んで

いました。 

如
意
寺
扁
額 

 

　
今
回
は
、
久
美
浜
町
に
あ
り
ま
す
如
意
寺

の
木
造
扁
額
（
も
く
ぞ
う
へ
ん
が
く
）
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
如
意
寺
は
、
奈
良
時
代
の
天
平
（
て
ん
ぴ

ょ
う
）
年
間
に
、
行
基
（
ぎ
ょ
う
き
）
が
開

い
た
と
伝
わ
る
古
い
お
寺
で
す
。
現
在
地
は
、

昭
和
三
十
七
年
に
境
外
（
け
い
が
い
）
堂
の

大
円
寺
境
内
へ
移
転
し
た
も
の
で
、
も
と
は

対
岸
の
小
字
如
意
谷
に
立
地
し
て
い
た
山
林

寺
院
で
す
。
ご
本
尊
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐

像
（
ざ
ぞ
う
）
や
木
造
金
剛
力
士
像
（
い
ず

れ
も
京
丹
後
市
指
定
文
化
財
）
は
、
鎌
倉
時

代
の
作
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
如
意
寺

が
こ
の
時
期
に
本
格
的

な
お
寺
と
し
て
で
き
あ

が
っ
た
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
ま
す
。
天
文
（
て

ん
ぶ
ん
）
七
年
（
一
五

三
八
年
）
の
『
丹
後
国

御
檀
家
帳
』に
よ
れ
ば
、

久
美
の
如
意
寺
は
「
か

い
け
に
家
五
十
斗
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら

門
前
集
落
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
多
数

の
坊
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た

岩
本
坊
と
く
わ
ん
さ
し
坊
は
「
伊
賀
殿
御
代

参
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
久
美
の
浜
に
い
た

伊
賀
氏
と
深
く
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
そ
の
後
、
永
禄
（
え
い
ろ
く
）

十
二
年
（
一
五
六
九
年
）
の
『
天
橋
立
紀
行
』

に
よ
れ
ば
、
如
意
寺
の
忠
整
・
元
真
は
、
連

歌
師
（
れ
ん
が
し
）
里
村
紹
巴
（
じ
ょ
う
は
）

の
連
衆
（
れ
ん
じ
ゅ
）
で
あ
り
、
嶺
山
に
来

た
紹
巴
と
会
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

　
木
造
扁
額
は
、
ヒ
ノ
キ
材
製
の
も
の
で
、

縦
六
五
・
四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
横
四
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
で
す
。 

　
木
材
は
、
縦
長
の
も
の
を
二
枚
使
い
、

三
か
所
を
ダ
ボ
（
木
と
木
の
接
合
部
分

に
使
う
補
強
品
）
で
接
合
し
て
い
ま
す
。

縁
の
部
分
は
、
四
辺
と
も
に
簡
素
な
花

先
形
の
模
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

表
面
と
側
面
に
は
、
漆
塗
り
で
あ
っ
た

痕
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

　
表
面
に
は
、
長
方
形
の
枠
で
囲
ま
れ

た
中
に
「
如
意
寺
」
と
鋤
（
す
き
）
彫

り
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
裏
面
に
は
、
「
永
仁
三
年
乙
八
月
廿
二
日

亥
乙
」、「
正
四
位
行
左
馬
頭
藤
原
朝
臣
定
成
」

と
い
う
墨
書
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
墨
書
か
ら

み
て
こ
の
扁
額
は
、
永
仁
（
え
い
に
ん
）
三

年
（
一
二
九
五
年
）
に
世
尊
寺
（
せ
そ
ん
じ
）

流
の
能
書
家
と
し
て
知
ら
れ
た
藤
原
定
成
（
一

二
七
八
年
〜
一
三
一
二
年
）
が
書
い
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
お
寺
の
言
い

伝
え
に
よ
る
と
、
伏
見
天
皇
か
ら
勅
額
（
ち

ょ
く
が
く
）
と
し
て
賜
っ
た
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
鎌
倉
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
世
尊
寺
流
の
書

体
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
と
し
て
貴
重
な
も

の
で
あ
り
、
中
世
の
久
美
浜
を
考
え
る
上
で

も
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
四

年
四
月
十
四
日
付
け
で
京
都
府
指
定
文
化
財

（
工
芸
品
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
資
料
は
、
丹
後
古
代
の
里
資
料
館
で

開
催
中
の
秋
期
特
別
展
示
「
久
美
庄
か
ら
久

美
浜
へ
」
の
前
期
展
示
に
お
い
て
展
示
を
行

い
ま
し
た
。 

　
前
期
展
示
は
、
十
一
月
十
九
日
で
終
了
し

ま
し
た
が
、
展
示
資
料
を
入
れ
替
え
た
後
期

展
示
を
開
催
中
で
す
。 

　
後
期
展
示
は
、
途
中
で
展
示
品
を
入
れ
替

え
、
来
年
一
月
二
十
九
日
ま
で
開
催
し
ま
す
。 

　
入
館
料
は
、
大
人
三
〇
〇
円
・
子
ど
も
一

五
〇
円
（
団
体
十
五
人
以
上
は
、
大
人
二
〇

〇
円
・
子
ど
も
一
〇
〇
円
）
で
す
。 

　
　
︵
毎
週
火
曜
日
と
年
末
年
始
は
休
館
日
） 

　
十
一
月
五
日
に
、
網
野
郷
土
資
料
館
に
お

い
て
「
織
り
の
実
演
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
子
ど
も
た
ち
が
手
ほ
ど
き
を
受

け
な
が
ら
、
手
機
を
使
っ
て
織
り
を
体
験
し

て
い
ま
し
た
。 

 

丹
後
古
代
の
里
資
料
館
秋
期
特
別
展
示

丹
後
古
代
の
里
資
料
館
秋
期
特
別
展
示 

「
久
美
庄
か
ら
久
美
浜
へ
〜
中
世
の
久
美
浜
」

「
久
美
庄
か
ら
久
美
浜
へ
〜
中
世
の
久
美
浜
」 

　
　
　
　
　
　
　
（
後
期
展
示
）
を
開
催
中

　
　
　
　
　
　
　
（
後
期
展
示
）
を
開
催
中 

網
野
郷
土
資
料
館
秋
期
特
別
実
演
展
示

網
野
郷
土
資
料
館
秋
期
特
別
実
演
展
示 

　
　
　
　
　
　
　
「
織
り
の
実
演
」
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
「
織
り
の
実
演
」
を
開
催 

丹
後
古
代
の
里
資
料
館
秋
期
特
別
展
示 

「
久
美
庄
か
ら
久
美
浜
へ
〜
中
世
の
久
美
浜
」 

　
　
　
　
　
　
　
（
後
期
展
示
）
を
開
催
中 

網
野
郷
土
資
料
館
秋
期
特
別
実
演
展
示 

　
　
　
　
　
　
　
「
織
り
の
実
演
」
を
開
催 

前期展示風景 織りを体験する子どもたち 
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人口・世帯数 

男　　　31,015人 

女　　　33,441人 

計　　　64,456人 

世帯数　22,072世帯 

　　（11月１日現在） 

朝市直売マーケット「きょうたんご」 
京丹後の産物を　生産者が自信をもって提供京丹後の産物を　生産者が自信をもって提供

冬の味覚の王様　カニ漁解禁冬の味覚の王様　カニ漁解禁

　
市
内
各
地
の
直
売
グ
ル
ー
プ

が
一
堂
に
集
い
、
京
丹
後
の
美

し
い
自
然
に
育
ま
れ
た
特
色
あ

る
こ
だ
わ
り
の
産
物
を
生
産
者

自
ら
が
自
信
を
も
っ
て
提
供
す

る
「
朝
市
直
売
マ
ー
ケ
ッ
ト
『
き

ょ
う
た
ん
ご
』
」
を
、
十
一
月

五
日
に
、
Ｊ
Ａ
京
都
峰
山
支
店

駐
車
場
（
峰
山
町
新
町
）
で
開

催
し
、
新
鮮
な
野
菜
や
鮮
魚
を

求
め
る
約
千
二
百
人
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
同
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
直
売
グ

ル
ー
プ
が
一
堂
に
集
ま
り
「
発

信
力
」
を
増
強
し
、
京
丹
後
の

優
れ
た
農
林
水
産
物
を
広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
地
産
地
消

の
振
興
を
図
ろ
う
と
初
め
て
開

催
し
た
も
の
で
す
。 

　
「
丹
後
の
大
地
や
海
の
恵
み

が
大
集
合
！
」
と
銘
打
っ
た
同

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
、
丹
後
町
漁

業
協
同
組
合
や
善
王
寺
朝
市
グ

ル
ー
プ
な
ど
市
内
各
地
か
ら
十

団
体
が
参
加
。 

　
仮
設
テ
ン
ト
の
店
舗
で
は
、

朝
ど
り
、
と
れ
た
て
の
大
根
や

里
芋
な
ど
新
鮮
な
野
菜
や
切
り

花
、
水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の

カ
レ
イ
や
ア
ジ
な
ど
の
活
き
の

い
い
鮮
魚
、
み
ず
み
ず
し
い
果

物
な
ど
が
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
、

来
場
者
一
人
ひ
と
り
に
、
栽
培

方
法
や
よ
り
お
い
し
く
食
べ
る

調
理
法
な
ど
を
て
い
ね
い
に
説

明
し
な
が
ら
、
大
い
に
京
丹
後

の
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
農
林
水
産
業
の
一

つ
の
起
爆
剤
と
も
な
り
う

る
同
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

参
加
グ
ル
ー
プ
の
ご
意
見

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
今
後
の
開
催
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
直
売
グ

ル
ー
プ
の
マ
ッ
プ
（
地
図
）

の
作
成
や
、
さ
ら
に
広
く

参
加
を
呼
び
か
け
て
組
織

の
育
成
な
ど
を
図
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　冬の味覚の王様「松葉ガ

ニ（ズワイガニ）」漁が、11

月６日に一斉に解禁となり

ました。 

　丹後半島は、カニの漁場

が近く「日帰り漁」が可能

であることから、その鮮度

は抜群であるとともに、漁

業関係者また仲買人による

厳しい品質管理により、最

高の逸品として高く評価さ

れています。 

開
店
早
々 

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た 
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